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封
体
制
内
の

間
も
な
く
名
実
共
に
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
冊
封
体
制
解
体

の
端
緒
と
右
っ
た
琉
球
処
分
の
論
理
が
、
清
国
と
の
宗
属
関
係
の
も
と
に
あ
っ
た
他
の
諸
属

羊

一へ

十
九
世
紀
の
後
半
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
伝
統
的
な
国
際
秩
序
Ⅱ
冊
封
体
制
が
解
体
さ

れ
、
欧
米
列
強
の
主
導
す
る
近
代
的
な
国
際
秩
序
Ⅱ
万
国
公
法
体
制
に
取
っ
て
代
ら
れ
る
時

期
で
あ
る
。
清
国
の
皇
帝
と
周
辺
諸
国
の
国
王
の
間
の
君
臣
関
係
に
擬
せ
ら
れ
た
宗
主
国
と

属
国
と
の
関
係
（
宗
属
関
係
〉
を
基
礎
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
国
際
秩
序
Ⅱ
冊
封
体

制
に
、
最
初
の
打
撃
を
加
え
た
の
は
成
立
後
間
も
ま
い
明
治
政
府
の
台
湾
出
兵
で
あ
っ
た
。

一
八
七
四
年
に
万
国
公
法
を
振
り
か
ざ
し
つ
つ
強
行
さ
れ
た
台
湾
出
兵
は
、
明
治
政
府
の
内

外
政
策
の
な
か
で
は
、
後
続
の
琉
球
処
分
と
密
接
に
連
関
さ
せ
ら
れ
て
胎
幻
が
故
に
、
伝
統

的
な
国
際
秩
序
Ⅱ
冊
封
体
制
に
と
っ
て
、
深
刻
な
危
機
の
蕊
来
を
告
げ
る
現
実
的
な
警
鐘
と

な
っ
た
。
一
方
で
薩
摩
藩
の
実
質
的
支
配
を
通
じ
て
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
他
方
で
冊

は
じ
め
に

第
■

八
七
五
年
）
に
は
、

土
早

属
国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
琉
球
王
国
は
、

清
末
が
ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ー
ム
の
東
ア
ジ
ア

認
識
ｌ
台
湾
壼
季
越
章
朝
鮮
問
題
蓬
め
ぐ
っ
て
Ｉ

明
治
政
府
に
よ
っ
て

方
的
に
冊
封
体
制
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

早
く
も
台
湾
出
兵
の
翌
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・
朝
鮮
問
題
等
）
に
対
す
る
清
国
知
識
人
た
ち
の
認
識
や
対
応
が
鮮
明
に
反
映
さ
れ
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
民
衆
レ
ベ
ル
の
対
外
認
識
や
動
向
の
特
徴
６
か

序
Ⅱ
冊
封
体
制
を
崩
壊
せ
し
め
つ
つ
あ
っ
た
諸
事
件
（
台
湾
事
件

こ
の
時
期
は
ま
た
、
清
国
の
内
部
で
、
欧
米
資
本
主
義
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
つ
つ

く
二
）

上
か
ら
の
近
代
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
洋
務
運
動
が
展
開
さ
れ
た
時
期
と
重
な
り
、
洋
務

人
・
郷
紳
出
身
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
知
識
人
た
ち
は
、
創
刊
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
を
通
じ
て
、

中
国
人
読
者
層
に
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
生
起
す
る
藷
事
件
に
つ
い
て
、

国
へ
も
貫
徹
し
、

運
動
と
連
動
し
つ
つ
近
代
化
推
進
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
Ｉ
的
役
割
を
担
う
近
代
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ヘ
一
一
一
〕

ム
が
創
生
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
十
九
世
紀
の
後
半
に
、
中
国
人
読
者
を
対
象
と

し
て
発
刊
さ
れ
た
中
国
語
新
聞
・
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
に
、
「
中
外
新
報
」
「
華
字

日
報
」
「
羊
城
釆
新
実
録
」
「
昭
文
新
報
」
「
申
報
」
「
循
環
日
報
」
「
屡
報
」
「
新
報
」

「
維
新
日
報
」
「
述
報
」
「
広
報
」
「
華
字
新
聞
紙
」
「
璽
報
」
『
中
西
聞
見
録
』
『
万
国

た
｡

と
り
わ
け
清
国
を
取
り
巻
く
国
際
的
な
藷
事
件
に
つ
い
て
、

ナ
リ
ズ
ム
の
創
生
期
に
お
い
て
活
躍
し
た
の
は
、
主
と
し
て
清
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
の

変
化
に
目
覚
め
た
中
国
人
士
大
夫
（
知
識
人
）
た
．
ち
で
あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
官
僚
・
商

人
々
の
左
か
に
は
、

公
報
』

ら
切
り
離
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

従

つ
｝
し
、

『
益
聞
録
』
等
々
が
あ
る
一
。

こ
の
時
期
の
清
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
は
、

十
九
世
紀
の
八
○
’
九
○
年
代
に
、

欧
米
の
宣
教
師
も
含
ま
れ
る
が
、

む
ろ
ん
、

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

白

こ
れ
ら
の
新
聞

越
南八
七
○
年
代
以
後
の
清
国
ジ
ャ

東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
国
際
秩

精
力
的
な
論
評
・
解
説
を
試
み

朝
鮮
が
次
々
に
冊
封
体
制
か

雑
誌
を
創
刊
し
経
営
し
た

琉
球
処
分

越
南
問
題

7３



取
り
上
げ
ら
れ
、

は
「
征
台
の
役
」

開
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

出

め
て
台
湾
事
件
と
称
す
る
．

な
わ
ち
一
八
七

内
外
政
策
と
関
連
づ
け
ら
れ
、

周
知
の
よ
う
に
、

い

る
０

台
風
に
巻
き
込
ま
れ
て
台
湾
の
東
南
部
に
漂
着
、
乗
組
員
六
六
名
の
う
ち
五
四
名
が
台
湾
の（
皿
〕

原
住
民
Ⅱ
「
生
番
」
に
殺
害
さ
れ
た
の
は
、
一
八
七
一
年
十
一
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

関
連
に
お
い
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

認
識
及
び
民
衆
の
動
向
の
特
徴
を
、

な
り
の
程
度
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

＝可

兵
、

琉
球
の
宮
古
島
住
民
の
乗
り
込
ん
だ
貢
租
運
搬
船
が
那
覇
か
ら
宮
古
島
へ
帰
還
の
途
中
、

万
国
公
報

こ
こ
で
は
、

台
湾
事
件
を
め
ぐ
っ
て

台
湾

￣

￣

￣

で゛

は
、

￣言

番
社

清
末
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る
「
申
報
」
「
循
環
日
報
」
「
述
報
」

『
益
聞
録
』
『
中
西
聞
見
録
』
な
ど
に
反
映
さ
れ
た
清
末
の
知
識
人
の
対
外

論
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
台
湾
に
お
け
る
宮
古
島
住
民
遭
難
事
件
は
、

宮
古
島
住
民
の
遭
難
事
件
か
ら
北
京
議
定
書
の
締
結
ま
で
の
事
態
を
合

台
湾
遠
征

￣

の
掃
討
、

こ

の

と
す
れ
ば
、

北
京
に
お
け
る
．
日
清
談
判
、

台
湾
出
兵
な
ど
と

連
の
政
治
的

年
半
後
の
一
八
七
四
年
に
至
っ
て
、

」▲
ロ

湾
事
件

台
湾
事
件
が
清
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て

琉
球
問
題

軍
事
的

宮
古
島
住
民
の
遭
難
事
件
の
翌
年
、

8コ

し〕
、

外
交
的
プ
ロ
セ
ス
を
、

越
南
問
題

北
京
議
定
書
の
締
結
へ
と
展

股
に
は
台
湾
事
件
と
称
し
て

意
図
的
に
明
治
政
府
の

遂
に
日
本
軍
の
台
湾

朝
鮮
問
題
と
の

日
本
で

す
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察
、

論
へ
の
共
鳴

以
上
の
紙
誌
に
掲
載
さ
れ
た
台
湾
事
件
に
関
す
る
記
事
・
論
説
は
数
百
点
に
及
ぶ
が
、
テ

ー
マ
ご
と
に
分
類
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
台
湾
出
兵
に

賭
け
た
明
治
政
府
の
意
図
と
そ
の
是
非
、
②
日
本
の
台
湾
出
兵
に
対
す
る
批
判
と
日
清
提
携

論
じ
た
投
稿
や
風
聞
記
事
を
採
録
し
て
い
る
が
、

④
台
湾
出
兵
へ
の
対
抗
策
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
、
⑤
日
清
両
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

●

ム
の
台
頭
へ
の
注
目
、
⑥
台
湾
『
生
番
」
へ
の
関
心
と
台
湾
の
地
理
的
観
察
及
び
歴
史
的
考

し
、

よ
っ
て
月
刊
誌
『
中
西
聞
見
録
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

五
日
に
改
名
し
て
再
出
発
し
た
『
万
国
公
報
』
も
、
台
湾
事
件
に
関
す
る
内
外
の
記
事
・
論

ロ

評
を
掲
載
し
て
、
中
国
知
識
人
の
対
外
認
識
に
影
響
を
与
え
は
じ
め
た
。

台
湾
出
兵
直
前
の
同
年
一
月
五
日
（
同
治
十
二
年
十
一
月
七
日
）
に
、
王
鏑
に
よ
っ
て
香
港

（
セ
〉

で
創
刊
さ
れ
た
「
循
環
日
報
」
も
、
創
刊
当
初
か
ら
台
湾
事
件
に
注
目
し
、
ま
た
同
年
九
月

的
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

た
◎ 折

し
も
、
こ
の
年
の
四
月
三
十
日
（
同
治
十
一
年
一
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
）
に
は
、
上
海
に
お
い

へ
五
〉

祇糾澪Ⅲ鯏紬削り嶽卿朏純御川旧洲鮒碆Ⅲ洲Ⅲ幟Ⅶ州岫醜脈洲、人桂前一脚鍬、肌）

十
日
の
紙
面
に
、

⑦
台
湾
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
琉
球
へ
の
関
心
、

翌
年
四
月
外
務
卿
副
島
種
臣
の
清
国
訪
問
を
契
機
に
、

（
た
同
年
八
月
に
は
、

困
惑
、

遭
難
し
た
宮
古
島
住
民
の
救
済
に
関
す
る
将
軍
文

③
西
洋
人

北
京
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
人
ウ
イ
リ
ア
ム

日
本
人
の
見
解
の
紹
介
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
・
論
評
、

八
七
四
年
五
月
の
台
湾
出
兵
前
後
か
ら
で
あ
る
。

台
湾
事
件
に
関
す
る
記
事

弓

⑧
イ
ギ
リ
ス
公
使
ウ
ェ
ー
ド
の
調
停

申
報

日
本
の
台
湾
出
兵
の
可
能
性
を

￣

は
創
刊
か
ら

の
上
奏
文
を
掲
載

マ
ー
チ
ン
ら
に

論
評
が
系
統

月
後
の
五
月

７５



用
い
、
朝
鮮
の
代
わ
り
に
台
湾
を
伐
つ
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
こ
の
拳
た
る
や
、
実
に
万
国

公
法
に
違
反
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
」
と
論
評
し
、
同
年
六
月
一
一
十
日
の
論
説
で
は
、
中
国

固
有
の
領
土
へ
の
侵
略
と
し
て
明
確
に
非
難
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
「
申
報
」
に
し
て
も

「
循
環
日
報
」
に
し
て
も
、
日
本
や
香
港
か
ら
の
情
報
に
基
づ
き
、
明
治
政
府
は
国
内
事
情

に
迫
ら
れ
て
台
湾
出
兵
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
と
受
け
と
め
て
お
り
、
こ
の

へ
〈
〉

よ
う
な
受
け
と
め
方
は
季
鴻
章
や
総
理
衙
門
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

不
満
分
子
で
、

た
同
年
六
月
十
八
日
の
紙
面
で
、

は
ず
み
で
あ
り
、

と
い
、
フ
｝

は
清
国
の
許
可
を
得
て
台
湾
の
生
番
を
討
伐
す
る
の
だ
と

論
評
を
掲
載
し
な
が
ら
、

①
台
湾
出
兵
に
賭
け
た
明
治
政
府
の
意
図
と
そ
の
是
非
。
日
本
の
台
湾
出
兵
の
風
聞
が
一
現

実
味
を
増
し
て
き
た
一
八
七
四
年
四
月
二
十
日
、
「
申
報
」
は
「
日
本
の
天
皇
は
台
湾
出
兵

を
欲
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
国
民
の
朝
鮮
問
題
に
対
す
る
不
満
を
逸
す
た
め
に
、
困
難

の
よ
り
少
を
い
台
湾
出
兵
を
選
択
し
た
の
だ
」
と
い
う
香
港
の
中
外
新
聞
の
観
測
記
事
を
摘

録
し
、
或
は
同
年
五
月
八
日
の
紙
面
に
「
日
本
は
台
湾
の
生
番
を
討
伐
す
る
こ
と
を
欲
し
て

い
る
が
、
中
国
と
交
戦
す
る
こ
と
は
願
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
横
浜
の
外
字
新
聞
の

そ
の
特
徴
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

に
対
す
る
評
価
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
、

二
は
あ盛
ん
に
朝
鮮
征
伐
の
気
焔
を
あ
げ
・
て
い
た
の
で
、

明
文
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。

り

、
え
方
争
い
。

翌
日
に
は
「
台
湾
の
事
を
論
ず
」
と
い
う
論
説
を
掲
げ
、

た
と
え
許
可
を
与
え
た
と
し
て
も
、

「
台
湾
上
陸
の
日
本
軍
兵
士
は
元
々
国
内
の
軽
挙
盲
動
の

こ
れ
で
あ
る
。

以
下
、

ロ
う
が
、

当
局
者
は
姑
息
の
手
段
を

若
干
の
テ

清
国
が
許
可
を
与
え
た

交
渉
の
場
で
の
言
葉
の

「
循
環
日
報
」
も
ま

マ
に
則
し
て

ヨ

日
本

７６



②
台
湾
出
兵
批
判
と
日
清
提
携
論
。
一
八
七
四
年
六
月
十
五
日
付
の
論
説
に
お
い
て
、
「

日
本
は
一
片
の
文
書
通
告
も
な
く
、
出
兵
前
後
に
は
種
々
の
欺
慢
的
手
段
を
弄
し
、
今
や
万

国
公
法
に
違
反
し
て
台
湾
に
軍
隊
を
駐
屯
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
隣
国
を
欺

侮
し
天
朝
を
蔑
視
す
る
も
の
だ
」
と
論
じ
た
「
申
報
」
は
、
他
方
で
は
、
日
本
一
国
内
の
「
ア

ジ
ア
連
帯
‐
日
清
提
携
論
」
に
留
意
し
つ
つ
、
同
年
六
月
二
十
日
の
論
説
に
お
い
て
は
、
「

う
な
拳
に
出
て
い
る
で
は
な
い
か
。

ア
ジ
ア
が
欧
州
と
対
抗
し
よ
う
と
欲
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
州
の
諸
国
は
宜
し
く
輯
睦
を
教
く
し
、

気
脈
を
通
じ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
日
本
は
互
い
に
紛
争
を
起
こ
し
戦
端
を
開
か
し
め
る
よ

言
行
不
一
致
に
不
信
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
台
湾
出
兵
を
明
確
に
批
判
す
る
視
角
に

立
ち
な
が
ら
も
、
こ
の
時
期
の
「
申
報
」
の
論
調
は
日
清
友
好
論
を
基
調
と
し
て
お
り
、
北

京
議
定
書
締
結
後
の
同
年
十
一
月
九
日
の
論
説
に
お
い
て
も
、
今
回
の
事
件
に
よ
る
嫌
隙
を

度
外
に
置
き
、
敦
睦
和
好
を
益
々
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き

使
臣
の
言
は
信
ず
ぺ
か
ら
ざ
る
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
さ
ら
に
同
年
二

十
日
の
論
説
で
は
、
台
湾
駐
屯
の
日
本
軍
が
自
ら
撤
退
し
な
い
の
な
ら
、
戦
端
を
開
い
て
駆

逐
す
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
循
環
日
報
」
に
し
て
も
、
日
本
が
「
睦
隣
の
道
」

で
あ
ろ
う
。
「
申
報
」
が
台
湾
出
兵
批
判
と
日
清
提
携
論
の
間
で
微
妙
に
揺
れ
動
い
て
い
た

〔
九
）

こ
と
は
、
同
年
十
一
月
一
一
十
五
日
の
投
稿
論
文
を
掲
載
し
た
こ
と
に
も
窺
わ
れ
る
。
「
循
環

日
報
」
の
論
調
は
よ
り
批
判
的
で
、
同
年
六
月
四
日
の
解
説
記
事
で
は
、
日
本
は
生
番
討
伐

を
口
実
に
し
て
領
土
の
奪
取
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
と
指
摘
し
、
同
年
六
月
六
日
に
は
「
日
本

ロ
辞
を
弄
し
て
い
て
も
、

衷
心
か
ら
出
た
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
」
と
論
じ
て
、

こ
ん
な
こ
と
で
は
、

ア
ジ
ア
連
帯
な
ど
と
堂
々
正
々
の

日
本
の
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卜
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
知
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
「
万
国
公
法
」
遵
守
の
立
場
か
ら
の
台

湾
出
兵
批
判
は
、
『
中
西
聞
見
録
』
『
万
国
公
報
』
に
も
共
通
し
て
い
－
℃

③
西
洋
人
・
日
本
人
の
見
解
の
紹
介
と
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
。
日
本
の
台
湾
出
兵
を

清
国
は
援
助
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
西
洋
人
の
論
説
に
つ
い
て
、
「
申
報
」
は
一
八

七
四
年
六
月
十
一
一
一
日
の
紙
面
に
、
そ
の
「
背
謬
」
を
激
し
く
批
判
す
る
投
稿
論
文
を
掲
載
し
、

つ
い
で
六
月
一
一
十
六
日
の
紙
面
で
は
、
「
西
友
」
の
談
話
の
を
か
で
出
兵
費
用
の
賠
償
と
引

き
替
え
に
日
本
軍
の
台
湾
撤
退
を
実
現
さ
せ
る
案
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
、
賠
償
に

よ
る
屈
辱
的
客
解
決
を
求
め
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
賠
償
の
金
額
で
鉄
甲
船
を
購
入
し
海
防
の

強
化
を
計
れ
ば
日
本
軍
は
戦
わ
ず
し
て
撤
退
す
る
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
北
京
議
定
書

が
公
表
さ
れ
る
ま
で
、
「
申
報
」
は
賠
償
反
対
の
立
場
を
堅
持
し
、
八
月
一
一
一
日
の
解
説
記
事

で
も
賠
償
案
一
》
一
破
廉
恥
左
陰
謀
で
あ
る
と
批
判
し
・
て
い
る
が
、
北
京
議
定
書
公
表
後
は
五
十

繭
圃
の
「
祷
値
金
」
支
給
を
是
認
す
る
立
場
へ
転
換
す
る
。
ま
た
、
「
申
報
」
は
一
方
で

日
本
の
台
湾
出
兵
を
批
判
す
る
「
申
報
」
の
論
説
は
甚
だ
根
拠
に
乏
し
く
、
「
流
言
讃
説
を

（
一
一
〉

信
じ
て
和
好
を
変
じ
る
」
も
の
だ
と
い
う
趣
旨
の
「
東
洋
相
愛
生
」
の
投
稿
を
採
録
し
、
他

（
一
一
一
〕

方
で
は
、
こ
れ
を
反
駁
す
る
中
国
人
の
投
稿
を
掲
載
し
て
、
暗
に
客
観
的
な
立
場
に
立
っ
て

い
る
こ
と
←
》
」
示
し
、
北
京
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
＋
月
十
九
日
の
紙
面
で
は
、

日
清
両
国
の
互
譲
解
決
を
勧
告
す
る
日
本
の
西
字
新
聞
の
論
説
を
転
載
し
た
後
、
「
此
の
報

日
報
」
の
諸
説
を
転
載
し
、

「
万
国
公
法
」
に
合
致
す
る
行
動
を
取
る
こ
と
を
期
待
し
、
日
清
提
携
論
を
基
調
と
し
て
い

た
こ
と
は
、
同
年
八
月
四
日
の
紙
面
に
「
中
国
は
当
に
日
本
と
和
す
べ
し
」
と
い
う
「
西
字

「
按
ず
る
に
、

そ
の

宮
、

ま
た
自
ず
か
ら
見
あ
り
」
と
コ
メ
ン
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歩
す
る
こ
と
ま
く
日
本
の
罪
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
戦
論
の
立
場
か
ら
、
清

国
の
海
軍
力
を
用
い
て
日
本
と
台
湾
の
往
来
を
断
絶
し
台
湾
の
日
本
軍
を
孤
立
せ
し
む
く
し

と
提
案
し
な
が
ら
、
他
方
、
七
月
二
十
七
日
の
紙
面
で
は
、
梅
禁
が
既
に
開
か
れ
た
今
日
に
お

い
て
は
、
清
国
は
独
力
で
他
国
の
干
渉
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の
で
き
な
い
情
勢
で
あ
る
か
一
ら
、

ま
ず
第
一
に
、
当
面
の
戦
術
論
で
あ
る
。
「
申
報
」
は
竜
一
八
七
四
年
七
月
七
日
の
紙
面

で
は
、
日
本
が
万
国
公
法
を
侵
犯
し
て
清
国
を
欺
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
清
国
は
些
か
も
譲

▼
■

●

題
か
ら
将
来
の
防
衛
構
想
に
至
る
ま
で
多
様
な
論
点
を
取
り
上
げ
て
華
々
し
く
論
争
し
た
が
、

←
」
｝

と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
、
同
時
に
日
本
軍
の
台
湾
上
陸
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
講

じ
な
か
っ
た
閻
漸
制
軍
に
対
す
る
批
判
を
も
展
開
し
た
「
中
外
新
聞
」
の
論
説
を
転
載
し
て

チ
す
る
努
力
を
怠
り
、
専
ら
「
西
報
の
伝
聞
」
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
七
月
二
十

七
日
の
紙
面
に
は
、
弾
丸
黒
子
の
如
き
日
本
が
生
番
を
口
実
に
し
て
清
国
と
戦
端
を
開
か
ん

の
詞
、
居
心
案
に
和
に
任
ず
る
に
在
り
て
、
そ
の
論
ま
た
尚
お
全
く
道
理
な
き
に
は
非
ず
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
台
湾
出
兵
へ
の
対
抗
策
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
。
日
本
の
台
湾
出
兵
に
対
す
る
清
国
当

局
の
反
応
は
実
に
鈍
く
、
一
八
七
四
年
四
月
十
八
日
に
は
日
本
の
台
湾
出
兵
の
情
報
を
イ
ギ

い

る
◎

リ
ス
公
使
ウ
ェ
ー
ド
か
ら
通
告
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
理
衙
門
が
日
本
外
務
省

へ
一
一
一
一
）

へ
照
会
し
た
の
は
、
日
本
軍
の
台
湾
上
陸
か
ら
四
日
後
の
同
年
五
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
「
申
報
‐
｜
は
同
年
六
月
三
日
の
論
説
に
お
い
て
、
清
国
当
局
が
日
本
の
動
向
を
キ
ャ
ッ

で
は
主
を
論
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

台
湾
出
兵
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
清
国
の
ジ
ャ

ナ
リ
ズ
ム
は
、

当
面
の
戦
術
間
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あ
っ
た
。
七
月
二
十
四
日
付
の
「
申
報
」
の
論
説
は
、
「
循
環
日
報
」
の
海
防
優
先
論
を
支

持
し
つ
つ
、
昔
の
中
国
の
辺
患
は
西
北
に
在
り
東
南
は
晏
然
無
事
で
あ
っ
た
が
、
海
禁
が
開

か
れ
た
今
日
で
は
事
態
は
逆
と
な
り
、
常
時
東
南
の
海
防
を
充
実
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
今

日
の
よ
う
に
日
本
の
侵
略
に
直
面
し
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
、
十
一

第
三
に
、
海
防
優
先
論
・
海
防
強
化
論
の
展
開
で
あ
る
。
台
湾
問
題
と
伊
箪
問
題
の
同
時

進
行
に
直
面
し
て
、
当
時
の
清
国
当
局
の
内
部
で
、
海
防
論
と
塞
防
論
の
論
争
が
展
開
さ
れ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
龍
宅
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
海
防
論
が
優
勢
で

防
の
戦
艦
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

十
七
日
の
諸
説
に
お
い
て
も
、

本
が
台
湾
出
兵
に
当
た
っ
て
数
艘
の
輪
船
を
「
西
人
」
か
ら
購
入
し
た
事
実
を
指
摘
し
つ
つ
、

こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
錆
船
な
ど
の
製
造
局
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
力
説
し
、
八
月
二

論
を
展
開
し
て
い
る
。

第
一
一
に
、
洋
務
推
進
論
の
展
開
で
あ
る
。
七
月
十
三
日
付
「
申
報
」
の
論
説
は
「
日
本
の

台
湾
を
侵
犯
す
る
の
事
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
に
、
今
後
は
開
鉱
・
釆
煤
・
冶
鉄

．
割
造
・
鼓
鋳
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
実
用
的
な
学
問
を
取
入
れ
な
け
れ
ば
、
海
禁
が
開
か
れ
た

今
日
に
お
い
て
は
敵
国
の
外
患
を
禦
ぐ
に
十
分
で
は
な
い
と
強
調
し
、
積
極
的
な
洋
務
推
進

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

台
湾
事
件
も
万
国
公
法
に
基
づ
い
て
処
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
趣
旨
の
論
説
を
展
開
し

て
い
る
。
な
お
、
当
面
の
戦
術
論
に
つ
い
て
言
え
ば
、
台
湾
防
衛
重
視
か
沿
海
防
衛
優
先
か

を
め
ぐ
っ
て
、
「
申
報
」
論
説
と
投
稿
論
文
の
間
で
論
争
が
展
開
さ
れ
て
吃
杷
こ
と
に
も
注

同
様
の
観
点
か
ら
、

国
家
人
民
の
真
っ
先
に
頼
る
べ
き
も
の
は
海
軍
で
あ
り
「
海

七
月

＋
八
日
付
の

一可

申
報

Ｌ－

の
論
説
は
、

日
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わ
け
に
は
い
か
な
い
と
反
論
す
る
。

如
く
弱
体
化
し
諸
外
国
は
五
覇
よ
り
も
強
力
で
あ
る
か
ら
、

戦
争
後
の
国
際
情
勢
を
春
秋
戦
国
時
代
に
擬
ら
え
つ
つ
、

も
「
申
報
」
の
論
説
は
西
洋
的
観
点
に
偏
り
清
国
に
忠
実
だ
と
は
い
え
な
い
と
批
判
し
た
。

魏
源
の
海
国
図
志
の
戦
略
を
再
評
価
し
、
当
局
者
が
魏
源
の
戦
略
を
真
面
目
に
実
行
し
て
お

く
一
ン
〈
〉

れ
ば
台
湾
事
件
な
ど
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
海
防
強
化
論
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
鉄
甲
船
の
購
入
か
製
造
か
を
め
ぐ
る
「
申
報
」

へ
一
七
）

と
「
蕊
報
」
の
論
争
に
も
注
目
し
て
・
お
く
必
要
が
あ
る
。
製
造
を
主
張
す
る
「
蕊
報
」
は
よ

な
い
と
い
う
保
障
は
左
い
と
強
調
し
て
い
る
．

を
現
状
の
ま
ま
放
置
し
て
強
化
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、

に
対
し
て
、

争
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
一
八
七
四
年
九
月
十
一
日
付
の
「
申
報
」
の
論
説
「
中
国
は
当

●

に
志
を
雷
い
て
振
興
す
べ
し
」
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
「
申
報
」
に
、
「
続
史
楼
主
人
」
署
名

鑑
購
入
を
主
張
し
、

リ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
巻
傾
向
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
が
、

月

の
投
稿
論
文
が
褐
戦
さ
れ
、

フ
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
て
い
る
。

「
申
報
」
は
九
月
十
四
日
の
紙
面
に
「
読
史
機
主
人
に
答
え
る
の
書
」
を
掲
載
し
、

第
四
に
、

十
七
日
付
の
「
事
務
問
答
」
に
お
い
て
も
、

清
国
が
先
制
攻
撃
を
か
け
れ
ば
日
本
に
挑
発
の
機
会
を
与
え
る
だ
け
で
、

台
湾
事
件
に
端
を
発
し
た
内
政

七
月
十
五
日
に
は
「
当
に
西
法
に
微
い
て
戦
艦
を
製
造
す
べ
し
」
と
い

対
日
戦
争
開
始
の
決
意
と
準
備
を
強
調
す
る

翌
日
、

「
読
史
楼
主
人
」
は
再
び
投
稿
し
て
反
論
を
試

外
交
全
般
に
わ
た
る
自
強
論
争
で
あ
る
。

「
循
環
日
報
」
も
ま
た
同
様
の
観
点
か
ら
、

台
湾
事
件
は
落
着
し
た
と
は
い
え
、

諸
外
国
が
日
本
の
侵
略
の
例
に
倣
わ

「
循
環
日
報
」
は
七
月
九
日
に
は
戦

清
国
は
今
や
春
秋
時
代
の
成
周
の

仁
義
を
侍
ん
で
富
強
を
論
ず
る

－１

申
報

￣

ア
ヘ
ン

の
論
・
説

し
か

海
防

論
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内
部
に
台
頭
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
注
目
し
、

を
紙
面
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、

→
つ
、
フ
。

軍
が
ま
だ
台
湾
に
駐
屯
し
て
い
る
時
期
に
、
台
湾
の
地
理
的
・
経
済
的
・
軍
事
的
重
要
性
を

強
調
し
つ
つ
、
中
国
人
の
移
住
に
よ
る
開
拓
論
を
．
展
開
し
て
ぬ
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ

鉱
山
開
発
な
ど
を
認
め
る
べ
し
と
い
う
某
御
史
の
進
言
を
支
持
し
、

じ
め
ろ
。

⑤
日
清
両
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
と
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
。
創
生
期

の
清
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
折
し
も
浮
上
し
た
台
湾
事
件
を
契
機
と
し
て
日
澗
両
国
の

わ
ず
平
行
線
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
。

掲
載
し
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
容
認
す
る
つ
も
り
か
と
詰
問
し
、

み
、
中
国
の
伝
続
を
尽
く
放
棄
し
「
西
法
」
を
取
り
入
れ
て
自
強
す
る
と
い
う
考
え
方
を
重

ね
て
批
判
し
て
い
る
。
「
読
史
楼
主
人
」
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、
同
様
の
観
点
か
ら
「

申
報
」
論
説
に
反
駁
し
た
の
は
、
九
月
二
十
四
日
付
の
「
毛
穎
生
」
署
名
の
投
稿
論
文
で
あ

っ
た
。
「
毛
穎
生
」
は
伝
統
的
な
儒
教
倫
理
に
立
脚
し
て
、
「
申
報
」
論
説
が
清
国
を
成
周

に
擬
ら
え
た
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
、
春
秋
時
代
の
故
事
を
持
ち
だ
し
、
日
本
の
台
湾
出
兵
も

ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
ず
る
。

月

第
五
に
、十
日
付
の
論
説
に
お
い
て
、

清
国
を
春
秋
の
成
周
に
擬
ら
え
た
こ
と
を
弁
解
し
た
が
、

「
申
報
」
は
日
本
軍
の
台
湾
上
陸
の
翌
日
（
五
月
八
日
）
、

｛
ロ
鈴
信
統
治

開
拓
論
で
あ
る
。

自
ら
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
吹
す
る
論
説
を
掲
載
し
は

台
湾
に
特
別
制
度
を
実
施
し
、

翌
日
、

ヨ

申
報 -１

申
報

各
地
の
「
民
衆
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
動
向

￣

万
国
公
法
の
論
理
よ
り
も
信
義
を
重

」
は
「
毛
穎
生
に
答
う
る
の
書
」
を

は
台
湾
事
件
落
着
後
の

も
は
や
論
争
は
噛
み
合

西
洋
人
に
土
地
購
入

戸

循
環
日
報

「
台
湾
出
兵
の
一

八
七
五
年

￣

は
日
本

ユ

８２



事
を
掲
載
し
て
い
る
。

見
か
け
た
民
衆
が
憤
激
し
て
小
石
を
投
げ
つ
け
、

る
。
日
本
に
対
す
る
敵
編
心
は
北
京
議
定
書
が
公
表
さ
れ
た
後
も
収
ま
る
こ
と
な
く
、
十
二

月
四
日
付
の
「
申
報
」
は
、
「
中
日
の
和
局
は
達
成
さ
れ
た
け
れ
ど
も
．
中
国
の
人
心
は
こ

れ
に
満
足
せ
ず
．
、
朝
廷
は
賠
償
の
一
項
を
決
定
し
た
も
の
の
、
民
間
で
は
こ
れ
を
聞
い
て
長

嘆
息
し
て
残
念
が
ら
を
い
者
は
い
な
い
」
旨
の
「
香
港
中
外
新
聞
」
の
記
事
を
転
載
、
同
じ

く
十
二
月
十
五
日
付
の
紙
面
に
は
、
「
北
京
か
ら
通
州
へ
向
か
う
途
中
の
日
本
公
使
柳
原
を

七
月
二
十
五
日
付
の
「
循
環
日
報
」
も
、
「
天
津
の
兵
士
は
日
本
の
台
湾
侵
略
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
て
蔽
繍
同
仇
し
、
一
戦
に
出
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
」
旨
の
記
事
を
掲
載
し
て
い

と
見
考
し
て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
「
横
浜
新
報
」
の
記
事
を
転
載
、
つ
い
で
七
月
一
一
一
日
の

論
説
に
お
い
て
は
、
台
湾
上
陸
後
の
日
本
軍
の
動
向
に
言
及
し
つ
つ
、
「
日
本
は
軍
事
行
動

の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
し
て
外
交
交
渉
を
弄
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
中
国
の
良
人
は

に
上
る
の
裏
を
訳
録
す
」
と
の
見
出
し
で
、

は
い
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。

の
諸
人
は
紛
紛
と
し
て
台
湾
事
件
を
論
議
し
、
い
づ
れ
も
日
本
の
台
湾
出
兵
を
清
国
に
対
す

る
甚
だ
し
い
侮
辱
と
見
な
し
て
い
る
」
旨
の
「
士
林
報
」
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
転
載
し
、

￣

情
国
内
の
「
民
衆
」
の
動
向
に
つ
い
て
い
え
ば
、

日
本
国
内
の
動
向
に
つ
い
て
い
え
ば
、

の
事
に
思
い
を
致
し
、

ス
を
聞
い
た
清
国
の
朝
廷
は
大
い
に
憤
激
し
、

義
憤
で
胸
を
塞
が
れ
、

八
月
十
・
七
日
付
の

「
清
国
は
す
で
に
属
門
に
軍
隊
を
結
集
し
、

そ
の
随
行
員
の
頭
を
傷
つ
け
た
」
旨
の
記

清
国
を
窺
視
し
て
辺
懸
を
侵
略
す
る
も
の

日
本
と

九
月
十
日
付
の

戦
を
交
え
た
い
と
願
わ
な
い
者

気

申
報

Ｌ－
気

lま
、

申
報

Ｌ「
東
民
の
廷
臣

は
い

ヨ

天
津

台
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一
恵
Ｉ
し
、

本
館
は
中
国
の
各
官
員
が
注
意
深
く
こ
の
一
篇
を
熟
読
し
、

国
の
人
民
、

私
を
忘
れ
る
心
を
激
動
さ
せ
る
よ
う
希
望
す
る
」
旨
の
コ
メ
ン
ト
を
付
記
し
て
い
る
こ
と
に

提
示
し
て
い
る
。

て
い
る
が
、

い
と
称

九
日
付
「
申
報
」
の
論
説
に
お
い
て
は
、
「
国
家
は
自
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
民
衆
も
そ

れ
を
願
っ
て
お
り
、
こ
の
建
議
書
の
言
う
所
は
頗
る
忠
枕
か
ら
出
た
も
の
の
よ
う
で
、
君
主

に
お
い
て
は
表
面
上
君
臣
上
下

ょ
う
と
し
て
い
る
と
宣
伝
し
て
い
る
の
は
、
民
衆
の
忠
義
心
を
動
か
そ
う
と
す
．
る
た
め
で
あ

り
、
第
二
に
、
台
湾
の
日
本
軍
が
撤
退
し
よ
う
と
欲
し
て
も
清
国
は
協
議
に
応
じ
ず
、
か
え

転
載
す
る
と
と
も
に
、

の
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

湾
の
日
本
軍
を
駆
逐
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
が
日
本
に
と
っ
て
こ
れ

以
上
の
侮
辱
は
な
く
、
も
し
台
湾
に
増
援
軍
を
送
ら
ず
孤
立
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

全
国
の
人
民
は
苦
況
に
落
ち
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
の
日
本
民
間
人
の
建
議
書
を
要
約

に
よ
る
も
の
と
判
断
し
、

っ
て
兵
力
を
結
集
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、

国
家
の
た
め
に
義
憤
を
激
発
し
て
い
る
の
だ
」
と
肯
定
的
に
受
け
と
め
、

国
体
を
損
う
ま
い
と
願
っ
て
い
る
」
旨
の
横
浜
西
字
報
の
記
事
を
転
載
し
た
後
、

）
、

各
々
義
憤
を
懐
き
、

そ
れ
故
に
忠
愛
の
心
を
も
っ
て
各
人
大
い
に
激
発
し
、

台
湾
事
件
を
契
機
に
君
臣
上
下
が

そ
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、

同
日
の
論
説
に
お
い
て
、

そ
の
根
拠
と
し
て

と
こ
ろ
が
、

台
湾
事
件
に
お
け
る
情
国
人
の
行
動
は
実
に
理
に
合
わ
な

致
し
て
い
る
よ
う
で
も
内
心
は
遠
く
離
れ
て
い
る
と
闘
い

再
び
こ
の
建
議
書
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
八
月
十

民
衆
の
憤
怒
を
激
発
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
も

～

十
月 第・
致
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
」
と
い
う
見
方
を

こ
の
建
議
書
を
日
本
当
局
の

｜
に
、

十
四
日
付
の

清
国
が
台
湾
の
日
本
軍
を
駆
逐
し

日
本
人
に
効
っ
て
公
を
先
に
し

王
事
の
た
め
に
死
を
決

ヨ

申
報

￣ 「
日
本
は
平
時

lま
、

ヨ

挑
唆
掩
飾

「
日
木

-1

￣
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注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
「
申
報
」
が
期
待
し
て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
担

い
手
は
っ
官
員
」
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

お
け
る
戦
費
調
達
へ
の
自
主
的
な
協
力
で
あ
る
が
、
十
月
十
二
日
付
の
「
申
報
」
は
「
鉄
甲

戦
船
を
辮
ず
る
を
勤
む
る
の
説
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
広
東
の
某
紳
士
の
談
話

と
し
て
、
「
広
東
の
人
々
は
日
本
の
台
湾
侵
犯
を
明
代
倭
冠
の
再
来
と
し
て
恐
れ
、
卓
識
遠

慮
を
具
え
た
紳
士
た
ち
は
す
で
に
協
議
し
て
資
金
を
集
め
、
地
方
官
に
お
願
い
し
て
外
国
か

ら
鉄
甲
船
を
購
買
す
る
費
用
に
充
て
、
朝
廷
に
報
い
民
間
を
係
術
す
る
手
段
に
し
た
い
も
の

と
考
え
、
当
局
が
資
金
カ
ン
パ
を
要
請
す
る
の
を
待
た
ず
．
、
民
衆
自
ら
資
金
カ
ン
パ
を
し
た

「
民
衆
」
の
な
か
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
衣
関
心
は
、
在
外
同
胞
の
運
命
に
つ
い
て
も
拡
大
さ
れ
、

十
月
六
日
付
の
「
申
報
」
は
「
預
め
日
本
に
在
る
の
商
民
を
保
衛
せ
ん
こ
と
を
蕊
れ
」
と
い

旨
の
長
崎
西
字
報
の
記
事
を
転
載
し
て
い
る
。

う
見
出
し
で
「
客
間
蓮
塘
》
生
」
の
投
稿
を
掲
載
し
て
い
る
外
、
北
京
議
定
書
が
公
表
さ
れ
た

後
の
十
一
月
二
十
四
日
の
論
説
に
お
い
て
、
来
客
と
の
問
答
と
い
う
形
式
を
借
り
な
が
ら
、

「
北
京
議
定
書
を
万
国
公
法
に
組
み
入
れ
、
外
国
人
が
土
着
人
に
虐
殺
・
虐
待
さ
れ
た
場
合

に
は
、
土
着
人
を
統
治
す
る
国
の
政
府
が
賠
償
の
責
任
を
負
う
と
い
う
原
則
を
確
立
し
て
、

は
、
「
日
本
国
内
で
は
爵
位
を
有
す
る
各
員
が
、
近
ご
ろ
互
い
に
集
会
を
開
い
て
台
湾
出
兵

ｂ

の
戦
費
調
達
に
つ
い
て
篭
画
し
、
大
志
を
も
っ
て
資
金
カ
ン
パ
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
」

行
為
を
賞
賛
し
て
い
る
．

い
と
願
い
出
て
い
る
」
旨
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
志
向
を
も
っ
と
も
具
体
的
に
示
す
「
民
衆
」
の
動
向
は
、

日
本
国
内
の
同
様
の
動
向
に
つ
い
て
、

広
東
人
士
の
「
国
に
報
い
家
を
保
つ
」

十
月
十
九
日
付
の
「
申
報
」

民
間
に
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係
〈
琉
球
の
国
際
的
地
位
、

②
明
治
政
府
の
対
琉
球
政
策
（
琉
球
処
分
、

国
当
局
の
対
琉
球
政
策
に
関
す
る
記
事
，

京
の
『
万
国
公
報
』
の
外
、
琉
球
処
分
が
断
行
さ
・
れ
た
一
八
七
九
年
に
上
海
の
西
洋
人
宣
教

師
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
週
刊
誌
『
益
聞
録
』
も
、
琉
球
問
題
を
系
統
的
に
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
以
上
の
四
紙
誌
に
掲
載
さ
れ
た
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
記
事
・
論
説
を
、
テ
ー
マ
ご
と

に
分
類
す
れ
ば
、

こ
と
は
、

分
が
断
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

要

て
浮
上
し
、

と
り
わ
け
七
○
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
・
前
半
に
か
け
て
の
十
年
間
に
は
、

る

ペ
ル
ー
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
中
国
人
を
保
護
す
る
よ
う
当
該
政
府
に
要
求
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
清
国
の
対
外
関
係
、
在
外
同
胞
の
運
命
へ
の
関
心
が

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
覚
醒
の
一
契
機
と
な
っ
て
い
る
事
例
を
、
こ
こ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

清
末
の
ジ
率

７～

（
か
（
』
や
、

琉
球
問
題
を
め
ぐ
っ
て

マ
の

弓
つ
ま
で
、
ｂ
な
い
。

日
清
外
交
の
重
要
課
題
と
し
て
の
位
置
を
占
め
続
け
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る

「
苦
力
問
題
と
清
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
、

つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ほ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

ナ
リ
ズ
ム
に
琉
球
問
題
が
登
場
す
る
の
は
十
九
世
紀
の
七
○
年
代
か
ら
で
、

日
清 こ
の
間
、

琉
球
問
題
が
東
ア
ジ
ア
の
国
際
問
題
の
焦
点
の

清
露

上
海
の

論
説
、 琉
球
経
営
等
）
に
関
す
る
記
事

露
曰
関
係
の
動
向
等
）
に
関
す
る
記
事

す
衣
わ
ち
、

④
琉
球
人
の
動
向
（
遭
難
事
件
、

気

申
報

蓋
し
、

Ｌ＿

、①
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
間

こ
の
間
に
明
治
政
府
の
琉
球
処

香
港
の

別
稿
で
検
討
す
る
）
。

丙

循
環
日
報

琉
球
問
題
が
童

へ
卿

二
一
一
面

説
、 つ

し
】
‐
し

日
清
両

Ｌ－

､論
説
、

③
精

北

８６



ア
に
お
け
る
国
際
関
係
の
一
焦
点
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
と
な
る
。
清
末
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
代
表
す
る
「
申
報
」
「
循
環
日
報
」
『
万
国
公
報
』
『
益
聞
録
』
の
い
づ
れ
も
、
琉
球

問
題
を
め
ぐ
る
日
清
両
国
間
の
外
交
交
渉
の
経
過
や
問
題
点
、
日
清
両
国
内
の
開
戦
準
備
状

況
な
ど
に
関
す
る
記
事
，
論
説
を
丹
念
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
し
て

こ
の
論
説
は
「
循
環
日
報
」
を
経
由
し
て
「
申
報
」
や
『
万
国
公
報
』
に
も
転
載
さ
れ
、
広

く
内
外
の
注
目
を
集
め
た
。
か
く
て
、
清
国
の
ジ
ャ
ｉ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
琉
球
処
分

の
展
開
に
と
も
な
っ
て
、
琉
球
問
題
は
日
清
間
の
外
交
問
題
と
し
て
の
み
巻
ら
ず
、
東
ア
ジ

属
す
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
と
な
る
が
、
北
京
議
定
書
に
は
琉
球
の
所
属
を
明
記
し
て
お
ら

ず
．
、
史
籍
文
献
に
よ
れ
ば
琉
球
は
自
主
の
国
で
あ
．
る
」
と
論
じ
た
論
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
ず
第
一
に
、
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
（
琉
球
の
国
際
的
地
位
、
日
清
・
清
露
・

露
日
関
係
等
）
に
つ
い
て
。
台
湾
事
件
の
な
か
で
浮
上
し
た
琉
球
の
国
際
的
地
位
を
め
ぐ
る

論
争
は
、
一
八
七
三
年
七
月
一
一
十
八
日
付
の
「
申
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
副
島
外
務
卿
と
総
理

衙
門
の
論
争
に
は
じ
ま
る
が
、
”
．
こ
の
論
争
に
逸
早
く
関
心
を
向
け
た
の
は
欧
米
人
の
新
聞
で

あ
っ
た
。
北
京
議
定
書
が
締
結
さ
れ
た
直
後
の
一
八
七
四
年
十
二
月
、
「
循
環
日
報
」
は
「

西
報
、
琉
球
の
所
属
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
日
本
に
支
給
さ
れ
る
撫
悩
金
五
十
蔦

の
う
ち
十
一
葛
は
日
本
か
ら
琉
球
難
民
の
家
族
に
支
給
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
琉
球
が
日
本
に
所

国
へ
の
請
願
、
反
日
暴
動
、
清
国
亡
命
、
尚
家
の
消
息
、
白
黒
党
派
闘
争
等
）
に
関
す
る
記

事
‐
論
説
、
⑤
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
認
識
と
対
応
に
関
す
る
記
事
・
論
説
、

以
上
で
あ
る
．
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
①
と
⑤
の
論
点
に
限
定
し
て
、
琉
球
問
題
を
め
ぐ

る
清
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
調
や
対
応
の
特
徴
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
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て
、
日
清
間
の
外
交
交
渉
は
公
式
・
非
公
式
ル
ー
ト
で
進
展
し
、
同
年
十
二
月
の
李
鴻
章
・

竹
添
進
一
郎
会
談
、
翌
年
三
月
’
四
月
及
び
八
月
初
旬
の
季
・
竹
添
会
談
（
予
備
交
渉
）
を

経
て
、
八
月
十
八
日
か
ら
正
式
交
渉
を
開
始
し
、
十
月
二
十
一
日
に
は
琉
球
分
割
条
約
案
の

（
一
一
。
〉

妥
結
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
一
八
八
○
年
五
月
二
十
九
日
付
の
「
申
報
」
が

日
本
の
新
聞
情
報
を
も
と
に
、
日
清
両
国
は
琉
球
分
割
案
に
合
意
し
清
露
開
戦
の
場
合
日
本

は
ロ
シ
ア
を
援
助
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
旨
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
だ
け
で
、
正
式
交

開
き
か
ね
て
い
る
旨
の
情
報
を
伝
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

に
清
国
当
局
と
の
間
で
琉
球
問
題
に
論
及
し
た
こ
と
を
伝
え
る
の
み
で
、
琉
球
分
島
案
が
浮

上
し
た
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
同
年
十
月
十
一
日
付
の
『
万
国
公
報
』
も
、
清
国
当
局

ら
約
一
カ
月
後
に
、
前
ア
メ
リ
カ
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
が
世
界
旅
行
の
途
中
清
国
へ
立
ち
寄
り

清
国
当
局
と
会
談
、
琉
球
問
題
の
調
停
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
総
帥
〉
琉
球

列
島
の
日
清
両
国
へ
の
分
割
に
よ
る
琉
球
問
題
解
決
案
が
浮
上
し
た
の
は
、
同
年
六
月
十
一
一

日
の
李
鴻
章
・
グ
ラ
ン
ト
会
談
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
七
月
二
十
一
一
日
付
の

「
申
報
」
は
、
北
京
駐
在
の
日
本
公
使
と
総
理
衙
門
の
間
で
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
応
酬
が
あ

月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、

と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

か
ら
調
停
の
依
頼
を
受
け
て
来
日
し
た
グ
ラ
ン
ト
は
、

お
き
た
い
こ
と
は
、
琉
球
分
島
問
題
に
関
す
る
論
調
で
あ
る
。

明
治
政
府
が
琉
球
の
廃
藩
置
県
ｌ
琉
球
処
分
を
内
外
に
宣
言
し
た
の
は
、

っ
た
｝

と
、

総
理
衙
門
が
英
仏
両
国
に
調
停
を
依
頼
し
た
》

同
年
四
月
十
日
付
の

清
国
側
で
も
そ
の
事
実
を
確
認
し
て
い
る
。

ヨ

申
報日
本
の
戦
意
が
頗
る
高
い
た
め
口
を

￣

に
は
「
日
本
、

グ
ラ
ン
ト
の
調
停
を
契
機
と
し

と
、

グ
ラ
ン
ト
の
清
国
滞
在
中

一
八
七
九
年
四

琉
球
を
滅
ぼ
す
」

そ
れ
か
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も
、
他
方
で
「
グ
ラ
ン
ト
の
調
停
を
受
け
入
れ
、
清
国
に
近
い
南
部
諸
島
を
清
国
に
、
日
本

に
近
い
北
部
諸
島
を
日
本
に
割
譲
し
、
中
部
諸
島
に
琉
球
の
旧
君
を
復
封
し
て
社
穫
を
安
泰

述
ぶ
る
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、

掩
い
て
鈴
を
盗
む
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

琉
球
に
と
っ
て
は
地
面
に
描
か
れ
た
餅
を
与
え
ら
れ
る
に
等

を
伝
え
た
「
循
環
日
報
」
は
、

渉
の
ニ
ュ
ー
ス
は
清
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
は
全
く
報
道
さ
れ
て
い
な
い
。
蓋
し
、
琉
球
分

島
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
は
「
外
交
史
上
に
も
比
類
稀
な
る
秘
密
外
苑
〈
」
Ｃ
で
あ
っ
た
と
い

と
い
う
見
出
し
の
論
説
に
お
い
て
、

た
翌
年

を
引
用
す
る
と
と
も
に
、

土
と
し
琉
球
に
対
す
る
清
国
の
干
渉
を
排
除
し
た
い
と
願
い
出
た
」
旨
の
「
西
報
」
の
情
報

だ
ろ
う
と
楽
観
視
し
て
い
た
が
、
交
渉
の
困
難
に
直
面
し
て
、
日
本
側
は
清
国
に
琉
球
の
敷

島
を
割
譲
し
て
梢
や
満
足
を
与
え
る
代
わ
り
に
、
そ
の
他
の
琉
球
の
土
地
を
永
久
に
日
本
領

に
よ
り
交
渉
摂
裂
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
同
年
十

す
る
も
の
だ
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

と
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
交
渉
を
開
始
し
た
当
初
、
伊
箪
問
題
を
め
ぐ
る
清
露
関
係
の
緊
張
に

迫
ら
れ
て
い
る
清
国
は
日
本
の
要
求
を
受
け
入
れ
琉
球
の
日
本
所
属
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い

わ
れ
る
所
以
で
あ
る
．

琉
球
分
島
条
約
案
の
妥
結
が
報
道
さ
れ
た
の
は
、

－－へ

八

八

年
､－－

●

「
伝
え
ら
れ
》
（
》
情
報
が
確
か
だ
と
す
れ
ば
、

月
十
五
日
付
の
「
循
環
日
報
」
は
、

日
後
の
十

「
琉
球
は
素
よ
り
中
朝
の
藩
服
た
り
」
と
強
調
し
つ
つ

日
本
は
居
な
が
ら
に
し
て
領
土
を
拡
大
し
よ
う
と

と
こ
ろ
が
、

月
十
日
付
の
紙
面
に
「
西
報
に
中
東
の
事
を

皮
肉
に
も
清
国
側
の
調
印
約
束
不
履
行

「
日
本
の
全
権
大
使
が
来
華
し
て
清
国

月
八
日
の
こ
と
で
、

日
清
交
渉
の
不
調
が
明
か
に
左
っ

レプ

く
､

「
中
東
の
近
事
を
論
ず
」

清
国
に
と
っ
て
は
耳
を

こ
の
琉
球
分
割
案
は

こ

の

￣■

。６

ス
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な
ら
し
め
る
と
い
う
案
に
よ
っ
て
処
理
す
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
大
い
に
利
益
が
あ
る
は
ず

な
の
に
、
ど
う
し
て
日
本
は
こ
の
案
に
同
意
し
な
い
の
か
」
と
論
じ
、
琉
球
一
一
一
分
創
案
を
支

持
す
る
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
カ
月
後
の
一
一
一
月
一
一
十
五
日
付
の
論
説
に
お
い

て
は
、
日
清
提
携
論
を
強
調
し
つ
つ
、
「
グ
ラ
ン
ト
の
言
説
を
重
ん
じ
、
琉
球
を
分
割
し
て

国
境
を
画
定
し
、
清
国
を
し
て
興
滅
継
絶
の
仁
を
行
わ
し
め
、
グ
ラ
ン
ト
に
は
調
停
の
名
誉

を
与
え
る
べ
き
だ
」
と
論
じ
て
ｙ
日
清
友
好
の
見
地
か
ら
琉
球
分
割
案
を
支
持
す
る
。
こ
の

時
期
、
清
国
の
政
界
で
は
琉
球
分
割
条
約
の
調
印
可
否
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
「
循
環
日
報
」
を
は
じ
め
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
論
調
は
、
調
印
賛
成
論
に
傾
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

調
印
可
否
論
争
を
集
約
し
つ
つ
総
理
衙
門
に
再
交
渉
を
命
じ
る
上
諭
が
下
さ
れ
た
の
は
同

年
一
一
一
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
「
循
環
日
報
」
が
上
論
を
掲
載
し
た
の
は
同
年
四
月
十
一
一

日
で
あ
る
．
翌
日
の
「
循
環
日
報
」
は
「
琉
球
を
操
存
す
る
の
議
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説

を
掲
げ
、
上
諭
の
文
面
か
ら
日
本
が
琉
球
問
題
に
か
ら
め
て
通
商
問
題
を
持
ち
出
し
て
き
た

。
た
め
に
交
渉
決
裂
に
至
っ
た
と
推
測
し
、
あ
ぐ
ま
・
で
琉
球
一
一
一
分
案
に
よ
る
解
決
Ⅱ
琉
球
復
国

を
主
張
、
日
本
が
応
じ
な
け
れ
ば
決
戦
あ
る
の
み
と
い
う
強
硬
左
対
応
策
を
提
示
し
て
主
戦

論
に
傾
い
て
い
る
。
「
申
報
」
も
ま
た
同
年
四
月
一
一
十
五
日
付
の
論
説
に
お
い
て
、
上
諭
を

引
用
し
つ
つ
、
妥
結
し
た
条
約
案
に
基
づ
い
て
琉
球
を
一
一
分
割
し
復
国
せ
し
め
よ
う
と
す
れ

ば
、
「
名
は
復
国
で
あ
っ
て
も
実
は
分
割
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
、
一
一
分
割
案
反
対
、
再
交

渉
に
よ
る
一
一
一
分
割
案
支
持
の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。
清
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る

分
島
問
題
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
そ
の
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
が
、
そ
の
基
調
は
一
一
一
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分
割
案
Ⅱ
琉
球
復
国
案
支
持
で
一
貫
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
関
係
が
伊
黎
問
題
を
め
ぐ
る
清
露
関
係
と
連
動
し
、
日
露
関
係

に
も
微
妙
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
琉
球
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て

清
露
関
係
や
日
露
関
係
の
動
向
に
最
も
注
目
し
た
の
は
「
循
環
日
報
」
で
あ
っ
た
。
早
く
も

中
俄
の
事
を
論
ず
」
〈
四
月
六
、
七
日
）
、
「
西
報
、
中
俄
の
事
を
論
ず
」
（
四
月
二
十
九

日
）
と
い
う
見
出
し
で
日
本
人
や
西
洋
人
の
清
露
関
係
に
関
す
る
論
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
四

月
二
十
七
日
付
の
紙
面
に
は
「
俄
日
の
好
を
結
ぶ
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、

「
ア
ジ
ア
の
大
勢
を
考
慮
す
れ
ば
日
清
両
国
は
唇
歯
輔
車
の
関
係
を
形
成
す
べ
き
だ
と
日
本

の
論
者
は
請
う
が
、
現
実
に
は
日
本
は
琉
球
を
滅
ぼ
し
朝
鮮
を
弱
体
化
さ
せ
、
清
国
の
属
国

を
削
る
こ
と
に
笈
笈
と
し
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
を
防
ぐ
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
と
り

わ
け
琉
球
問
題
に
よ
り
日
清
間
の
敵
対
感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
の
に
乗
じ
て
、
ロ
シ
ア
は
日

本
と
友
好
関
係
を
形
成
し
よ
う
と
し
、
日
本
も
ま
．
た
ロ
シ
ア
の
援
助
を
得
て
清
国
の
不
満
達

抑
え
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
論
じ
、
さ
ら
に
六
月
五
日
付
の
論
説
で
も
、
「
現
在
日
露

は
友
好
関
係
を
深
め
つ
つ
、
清
国
に
対
し
て
は
欺
陵
・
擴
奪
を
行
い
、
ロ
シ
ア
は
伊
箪
を
占

拠
し
日
本
は
琉
球
を
兼
併
し
て
い
る
が
、
い
づ
れ
も
清
国
は
積
弱
で
あ
る
と
は
い
え
民
心
は

敵
憶
を
懐
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
左
い
」
と
強
調
し
て
日
露
提
携
を
批
判
し
て
い
る
。
他
方

で
、
「
循
環
日
報
」
は
日
清
提
携
論
を
基
調
と
し
つ
つ
、
日
本
の
ロ
シ
ア
へ
の
接
近
を
牽
制

す
る
鮴
謙
一
西
繰
り
返
し
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
琉
球
問
題
を
契
機
と
す
る
ア
ジ
ア
情
勢
の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
。
琉
球
の
廃

日
清
間
の
予
備
交
渉
の
段
階
〈

八
八
○
年
前
半
）
に
お
い
て
、

「
循
環
日
報
」
は
「
日
人
、
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し
て
自
強
の
計
を
図
る
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
対
応
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
、

英
仏
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
追
随
し
よ
う
と
す
る
日
本
に
対
し
て
、
「
申
報
」
は
他
方
で
日
清

提
携
論
の
立
場
を
全
面
に
出
し
、
一
八
七
九
年
十
月
十
八
日
の
紙
面
に
は
「
日
本
は
宜
し
く

中
国
と
聯
絡
し
て
以
て
亜
洲
の
大
局
を
保
つ
べ
き
を
諸
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、

る
。
清
国
は
越
南
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
、
暹
羅
・
霜
甸
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
に
は
一
言

も
文
句
を
言
わ
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
琉
球
に
対
鰯
す
る
日
本
の
措
置
の
み
を
詰
問
す
る
の
か

と
い
う
の
が
日
本
の
言
い
分
だ
か
ら
、
口
舌
を
以
っ
て
争
っ
て
も
効
果
は
な
い
。
惟
だ
発
憤

藩
置
県
が
差
し
迫
っ
て
い
た
一
八
七
九
年
一
一
月
十
七
日
、
「
申
報
」
は
「
中
朝
は
宜
し
く
意

を
加
え
て
東
涜
の
各
小
国
を
保
護
す
べ
き
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
「
循
環
日
報
」
の
論

説
を
転
載
し
、
冊
封
体
制
の
護
持
と
い
う
共
通
の
立
場
を
確
認
し
て
い
る
が
、
琉
球
処
分
が

内
外
に
宣
言
さ
れ
た
後
の
同
年
五
月
三
十
一
日
付
の
論
説
に
お
い
て
臆
、
「
琉
球
は
従
来
清

国
に
服
属
し
て
き
た
の
に
、
日
本
が
勝
手
に
滅
ぼ
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
隊
を
派
遣
し
て

日
本
と
争
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
者
の
見
解
は
、
確
か
に
一
理
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
日
の

情
勢
は
前
代
と
は
違
う
の
で
あ
る
か
ら
、
外
征
を
高
言
す
べ
き
で
は
な
く
、
東
南
の
海
防
の

強
化
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
当
面
は
軍
事
的
対
決
を
回
避
す
る
態
度
を
表
明

し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
一
八
八
○
年
一
月
二
十
日
付
の
「
申
報
」
に
転
載
さ
れ
た
「
循
環
日

報
」
の
論
説
に
お
い
て
は
、
「
現
在
、
琉
球
・
朝
鮮
が
日
本
の
侵
略
を
蓑
っ
て
い
る
外
、
越

南
は
フ
ラ
ン
ス
に
占
拠
さ
れ
、
邊
羅
・
緬
甸
は
イ
ギ
リ
ス
に
占
拠
さ
れ
、
い
づ
れ
琉
球
の
故

轍
を
踏
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
故
に
琉
球
問
題
を
西
人
の
調
停
に
委
ね
る
の
は
誤
り
で
あ
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ロ
シ
ア
と
の
対
抗
の
た
め
に
は
日
清
提
携
こ
そ
日
本
の
得
策
で
あ
る
か
ら
対
琉
球
・
朝
鮮
政

策
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
さ
ら
に
翌
一
八
八
○
年
三
月
十
八
日
付
の
紙
面
に

も
「
中
東
合
従
説
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
載
し
、
「
時
局
の
困
難
を
洞
察
し
て
い
る

人
々
は
、
日
清
両
国
が
力
を
併
せ
て
ロ
シ
ア
と
対
抗
し
、
区
々
た
る
琉
球
問
題
の
た
め
に
不

和
を
生
じ
て
ア
ジ
ア
の
全
局
を
．
顧
み
な
い
状
況
に
置
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
希
望
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
琉
球
放
棄
論
へ
傾
斜
し
て
い
る
．
「
循
環
日
報
」
も
ま
た
同
年
五
月
十
七
日
付

の
紙
面
に
「
亜
洲
の
大
局
は
危
う
か
る
べ
き
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
日

清
両
国
が
中
心
と
な
っ
て
ア
ジ
ア
連
帯
を
促
進
し
欧
米
に
対
抗
す
べ
し
と
論
じ
て
い
る
が
、

他
方
で
は
、
日
清
提
携
論
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
日
本
の
琉
球
併
合
を
強
く
批
判
し
、

琉
球
の
復
旧
を
実
現
す
．
る
こ
と
こ
そ
日
清
両
国
の
利
益
に
合
致
す
る
と
主
張
し
（
一
八
八
一

年
八
月
十
六
日
、
十
七
日
の
論
説
）
、
あ
る
い
は
日
本
の
興
亜
会
同
人
の
日
清
提
携
・
ア
ジ

ア
連
帯
論
に
一
応
の
賛
意
を
表
し
つ
つ
も
（
一
八
八
○
年
五
月
十
四
日
の
論
説
〉
、
「
日
本

が
台
湾
を
侵
略
し
琉
球
を
遡
滅
し
た
こ
と
を
頬
か
．
ぶ
り
し
て
日
清
提
携
，
ア
ジ
ア
連
帯
な
ど

と
叫
ん
で
も
陰
謀
読
計
に
類
す
る
も
の
で
、
誰
も
信
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
一
八
八
○
年
八

月
十
六
日
の
論
説
）
と
い
う
厳
し
い
批
判
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
同
様
の
見
地
は
そ
の
後
も
一
貫
し
て
お
り
、
一
一
年
半
後
の
一
八
八
一
二
年
二
月
十
九
日

付
「
循
環
日
報
」
の
論
説
に
お
い
て
も
、
「
日
本
は
清
国
の
多
難
の
時
期
に
乗
じ
て
、
台
湾

侵
略
を
試
み
、
琉
球
を
併
合
し
、
朝
鮮
に
垂
誕
し
、
虎
視
眈
眈
と
し
て
隙
を
窺
っ
て
い
る
。

数
年
来
、

こ
と
だ
か
ら
外
交
交
渉
に
は
応
じ
な
い
と
い
い
、

琉
球
問
題
に
つ
い
て
論
及
し
て
も
、

種
々
の
口
実
を
設
け
て
清
国
と
は
関
係
な
い

或
は
ア
メ
リ
カ
前
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
の
調
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ズ
ム
に
と
っ
て
は
、

る
も
の
で
は
巻
か
つ
た
の
で
あ
る
。

銃
的
な
国
際
秩
序
Ⅱ
冊
封
体
制
の
護
持
を
前
提
と
し
た
日
清
提
携
・
ア
ジ
ア
連
帯
論
を
強
調

す
る
清
国
ジ
ャ
ｉ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
と
、
い
わ
ゆ
．
る
万
国
公
法
の
論
理
の
是
認
、
明
治
政
府

の
立
場
を
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
も
、

の
立
場
に
は
、

の
対
外
政
策
の
補
完
を
前
提
と
し
た
日
清
提
携

論
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

し
か
し
、

椋
に
備
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
に
等
し
い
」
と
痛
烈
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

て

な
い
と
言
っ
て
い
る
。

て
お
い
て
、

１
）
つ
つ
孕
め
、
く

歯
相
い
依
る
関
係
に
あ
る
か
ら
、

惇
に
も
応
じ
よ
う
と
し
な
い
。

○

で
さ
ず
、

て

苑 第

ロ
国
の
侵
略
に
備
え
る
べ
き
で
、

）
て
い
た
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
之
ら
な
い
。

こ
れ
こ
そ
要
務
で
あ
っ
て
琉
球
問
題
な
ど
は
小
事
で
あ
る
か
ら
論
及
す
べ
き
で
は

「
循
環
日
報
」
は
興
亜
会
同
人
の
ア
ジ
ア
情
勢
認
識
、

私
は
貧
り
に
欲
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

埋
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
溝
が
あ
り
、

日
清
両
国
が
力
を
合
わ
せ
る
の
で
左
け
れ
ば
ロ
シ
ア
の
侵
略
を
防
ぐ
こ
と
は

琉
球
併
合
の
既
成
事
実
化
と
日
清
提
携

￣

の
よ
う
な
言
い
分
は
、

日
本
国
内
の
興
亜
会
の
人
々
も
、

宜
し
く
聯
絡
の
方
法
を
請
求
し
、

と
り
わ
け
現
在
ロ
シ
ア
人
は
ア
ジ
ア
経
営
に
乗
り
出

｝
｛
た
当
然
で
あ
ろ
う
。

隣
人
の
財
物
を
奪
い
隣
人
の
庭
を
占
拠
し

基
本
的
に
は
共
通
の
認
識
と
立
場
に
立
つ

ア
ジ
ア
連
帯
論
を
主
張
す
る
興
亜
会
同
人

貴
方
と
力
を
合
わ
せ
て
外
盗
の
劫

前
者
の
立
場
に
立
て
ば
後
者

ア
ジ
ア
連
帯
論
は
両
立
し
得

日
清
両
国
は
地
理
的
に
唇

日
清
提
携

互
い
に
友
誼
を
篤
く
し

た
だ
、清
国
の
ジ
ャ

９

東
ア
ジ
ア
の
伝

ア
ジ
ア
連
帯

ナ
リ
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の
前
後
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
前
年
四
月
に
は
広
西
巡
撫
の
劃
長
佑
が
越
南
に
対
す
る
フ
ラ

（
｝
一
一
二
〉

ン
ス
の
侵
略
の
可
能
性
を
上
奏
し
て
い
た
が
、
朝
野
の
注
目
を
引
く
こ
と
は
な
く
、
第
二
次

サ
イ
ゴ
ン
条
約
締
結
の
翌
年
（
一
八
七
五
年
）
五
月
二
十
七
日
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
正
式
に
第

二
次
サ
イ
ゴ
ン
条
約
締
結
に
つ
い
て
通
告
を
受
け
た
清
国
政
府
は
、
同
年
六
月
十
五
日
に
至

っ
て
は
じ
め
て
清
国
と
越
衛
の
宗
属
関
係
に
言
及
し
、
第
二
次
サ
イ
ゴ
ン
条
約
を
認
め
な
い

〈
一
一
四
）

立
場
を
明
潅
に
し
た
。
こ
こ
に
、
越
南
を
め
ぐ
る
溝
仏
間
の
紛
争
の
要
因
が
胚
胎
す
る
。
し

か
し
、
一
八
七
○
年
代
後
半
に
は
、
精
仏
間
の
紛
争
は
ま
だ
顕
在
化
し
て
お
ら
ず
、
越
南
朝

・
《
丑
〉

廷
は
な
お
一
八
七
六
年
と
一
八
八
○
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
清
国
へ
進
貢
使
節
を
派
遣
し
て

つ

清
国
が
｛
ノ
ー
フ
ン
ス
の
越
南
侵
略
に
注
目
し
は
じ
め
る
の
は
、
コ

フ
ラ
ン
ス
の
完
全
王
権
を
認
め
た
第
二
次
サ
イ
ゴ
ン
条
約
締
結
〈

契
機
と
し
て
い
る
。
以
来
、
一
八
八
五
年
六
月
の
天
津
条
約
調
印
に
よ
っ
て
清
仏
戦
争
が
終

結
す
る
に
至
る
ま
で
、
外
交
交
渉
と
武
力
衝
突
の
交
錯
す
る
複
雑
な
過
程
が
展
開
し
た
こ
と

越
南
を
め
ぐ
る
精
仏
間
の
紛
争
が
顕
在
化
す
る
の
は
、
一
八
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、

フ
ラ
ン
ス
が
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
，
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
守
備
兵
を
置
き
ソ
ン
コ
イ
流
域
に
砦

を
築
い
た
一
八
八
○
年
に
、
駐
英
仏
公
使
の
曽
紀
震
が
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に
抗
議
し
た
の
を

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
間
漬
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
対
外
問
題
の

な
か
で
も
越
南
問
題
が
最
大
の
論
点
と
し
て
浮
・
上
し
、
連
日
の
よ
う
に
越
南
問
題
に
関
す
る

い

る
｡ 越

南
濁
題
を
め
ぐ
っ
て

０

八
七
四
年

チ
シ
ナ
六
省
に
対
す
る

月
十
五
日
）
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⑧
越
南
問
題
を
め
ぐ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
栂
（
清
国
民
衆
の
動
向
）
と
清
凶
当
局
の
対

⑨
越
南
民
衆
及
び
越
南
在
住
》
率
僑
の
動
向
に
関
す
る
記
事
。

⑥
黒
蔵
露
に
関
す
る
記
事

⑩
越
南
問
題
を
め
ぐ
る
欧
米
列
強
の
対
応
に
関
す
る
記
事

⑤
精
国
内
の
派
閥
闘
争
に
関
す
る
記
事

の
越
南
問
遁
に
関
わ
る
宗
葛
関
係
論

④
越
南
の
内
政
問
題

③
清
仏
関
係
に
関
す
・
る
記
事

②
フ
ラ
ン
ス

次
の
テ

①
清
国

記
事
・
論
説
が
紙
面
を
埋
め
た
。
と
り
わ
け
、
上
海
の
「
申
報
」
、
香
港
の
「
循
環
日
報
」

お
よ
び
一
八
八
四
年
に
広
州
で
創
刊
さ
れ
た
「
述
報
」
は
、
越
南
問
題
の
諸
側
面
に
関
心
を

寄
せ
、
世
論
形
成
の
重
要
な
一
翼
を
も
担
っ
て
い
る
。
以
上
の
三
紙
の
記
事
・
論
説
は
ほ
ぼ

応
に
関
す
る
記
事

軍
と
清
朝

官
吏
の
虐
政

交
渉

事
件
、

の
対
応
、

､

霞
事
的
対
時

越
南
の
救
援
要
請
使
節
の
来
華
と
そ
の
動
向
等
）
。

越
南
関
係
に
関
す
る
記
事

マ
に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

条
約
締
結
、

フ
ー
フ
ン
ス

ベ
ト
ナ
ム
関
係
に
関
す
る
記
事

腐
敗

諸
説
。

等
、-〆

⑦

国
内
事
情
に
関
す
る
記
事

衝
突
等
）
。

軍
事
衝
突
等
）
。

越
南
と
の
関
係
、

論
説
（
割
永
福
の
徹
・
文
、

論
説
（
フ
ラ
ン
ス
の
対
清
政
策
、

藩
服
保
護
論

論
説
〈
広
西
記
名
總
兵
李
揚
材
の
反
乱
と
越
南
侵
入

論
説
（
主
戦
派

黒
旗
電
の
戦
闘
、

論
説
〈
フ
ラ
ン
ス
の
対
越
南
政
策
、

と
円
首
化

一
言
回
二
訳
Ⅲ

到
永
福
と
太
平
意
と
の
関
係
、

（
王
位
継
承
問
題
、

△
門

二
『
、

主
和
派
の
動
向
等
〉

説
｡ 清

国
の
対
仏
政
策
、

黒
旗
電
の
評
価
等
〉
。

疫
病
風

越
南

外
交

“イ

ソヒ
、

黒

旗
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⑭
越
南
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
人
の
対
応
に
関
す
る
記
事
・
論
説
。

⑫
清
仏
戦
争
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
動
向
に
関
す
る
記
事
・
論
説
。

以
上
の
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
⑦
及
び
③
に
限
定
し

て
越
南
問
題
を
め
ぐ
る
清
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
調
の
特
徴
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
越
南
問
題
に
関
わ
る
宗
属
関
係
論
．
藩
服
保
護
論
に
つ
い
て
。
台
湾
・
琉

球
問
題
が
珊
封
体
制
を
解
体
さ
せ
る
導
火
線
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

る
が
、
当
時
の
清
国
ジ
ャ
１
《
ノ
リ
ズ
ム
は
既
に
こ
の
事
実
に
注
目
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一

八
七
九
年
十
一
月
一
一
十
日
付
の
「
申
報
」
は
「
中
国
自
ら
藩
邦
を
粟
つ
る
の
論
」
と
い
う
見

出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
琉
球
問
題
と
越
南
問
題
の
共
通
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

§
Ｉ
『
今
鋤
安
南
は
一
の
琉
球
な
り
李
揚
材
は
一
の
台
番
な
り
．
季
は
安
南
に
霞
す

る
も
、
潟
薫
門
は
即
ち
に
之
を
珠
せ
ず
。
一
の
台
番
の
流
人
を
殺
す
も
中
国
は
査
辮
せ
ざ
る

の
勢
い
な
り
。
法
国
、
西
寅
に
駐
兵
し
て
以
て
安
南
を
讃
る
は
、
猶
お
こ
れ
日
本
の
中
国
を

問
罪
し
て
琉
人
の
為
に
報
復
す
る
が
ご
と
き
な
り
。

る
や
、
猶
お
日
人
の
琉
を
取
る
が
ご
と
き
な
り
。
中
国
よ
り
安
爾
を
以
て
法
国
に
問
わ
ざ
る

や
、
ま
た
琉
球
を
収
る
を
以
て
日
本
に
問
わ
ざ
る
の
み
。
そ
の
事
相
い
同
じ
く
、
そ
の
機
ま

た
甚
だ
煙
し
〈
・
海
外
此
の
如
く
し
て
辺
外
ま
た
此
の
若
し
。
方
今
、
四
洲
の
上
は
一
大
戦

国
の
局
な
り
。
彼
此
相
い
向
い
、
間
に
乗
じ
て
即
ち
に
発
し
、
一
と
し
て
堤
防
な
く
、
手
を

措
く
所
な
し
。
日
人
の
琉
に
於
け
る
や
、
適
々
台
番
の
一
事
あ
り
。
今
、
法
の
安
南
に
於
け

る
や
、
道
々
李
揚
材
の
一
事
あ
り
・
何
ぞ
そ
れ
巧
み
な
る
や
」
と
。
越
南
は
琉
球
の
轍
を
踏

み
つ
つ
あ
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
出
発
し
て
「
申
報
」
は
清
国
当
局
の
対
応
の
拙
劣
さ
に

今
ま
た
因
り
て
尽
く
安
南
の
地
を
治
む
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て
展
開
さ
れ
た
渚
仏
間
の
外
交
論
争
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
第
二
次
サ
イ
ゴ
ン
条
約
を

楯
に
取
り
「
フ
ラ
ン
ス
の
趣
甦
圃
で
あ
っ
て
中
朝
の
越
南
で
は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
こ
と

を
清
国
に
対
す
る
甚
だ
し
い
侮
辱
で
あ
る
と
み
な
し
、
越
南
が
一
一
百
年
以
上
も
前
か
ら
構
図

中
朝
の
藩
扇
た
る
を
認
め
ざ
る
を
論
ザ
ム
と
い
う
見
出
し
の
論
説

日

付
～－＝

に
対
し
て
着
々
と
拡
大
し
続
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
経
営
・
侵
略
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
清
国

か
ら
越
南
に
責
金
を
提
供
し
、
荒
蕪
地
の
開
墾
、
・
商
エ
業
の
振
興
、
学
校
の
設
立
、
軍
備
の

強
化
な
ど
を
鐙
肋
し
て
自
強
せ
し
〆
め
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
、
他
方
で
は
「
法
人
、
越
南
は

提
と
し
つ
つ
、

と
い
う
見
出
し
の
論
説

力
争
い
と
率
鋼
ト
）
て
、

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、

六
月

説
を

月
の
上
海
に
お
け
る
李
鴻
章

化
す
る
な
か
で
、
同
年
七
月
二
十
日
か
ら
十
月
七
日
に
か
け
て
、
「
申
報

護
す
る
の
＋
策
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
十
一
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
、

苛
立
ち
、
そ
の
対
琉
球
・
安
南
政
策
を
「
藩
邦
放
棄
策
」
と
し
て
批
判
す
？
る
の
で
あ
る
。

０
１
や
、

フ
ラ
ン
ス
が
ト
ン
キ
ン
に
出
兵
し
た
一
八
八
一
一
年
四
月
以
降
、
越
南
の
危
機
が
愈
々
顕
在

「
循
環
日
報

を

掲

げ

十

回
に
わ
た
っ
て
連
戟

日
に
か
け
て
、

Ｕ

リ
シ
ヒ
ィ
エ

＃
ご
ま
た
「
申
報
」
と
同
様
に
冊
封
体
制
Ⅱ
宗
属
関
係
の
護
持
を
当
然
の
前

方
で
ば
「
中
国
は
宜
し
く
越
南
を
助
け
て
以
て
自
強
せ
し
む
べ
き
を
論
ず
」

交
渉
に
臨
む
李
鴻
章
の
立
場
を
側
面
援
護
し
た
。

〆■、

強
制
的
に
締
結
さ
れ
た
第

八
八
○
年
六
月
八
日
付
）

・
ト
リ
ク
ー
会
談
に
照
準
を
合
わ
せ
、
同
年
六
月
十
七
日
か
ら

「
法
人
の
安
南
の
事
を
議
す
る
を
駁
す
」
と
い
う
見
出
し
の
論

．
）
、
越
南
が
清
国
の
藩
服
で
あ
る
以
上
清
国
が
越
南
を
保
護
す

ル
海
軍
大
佐
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
ハ
ノ
イ
占
領
を
め
ぐ
っ

次
サ
イ
ゴ
ン
条
約
な
ど
は
認
め
ら
れ

に
お
い
て
、

〆■、

清
国
の
藩
服
た
る
越
南

八
八

￣

さ
ら
に
翌
年
六

は
「
安
南
を
係

年
六
月
十
六

９８



力
め
て
越
南
を
保
つ
べ
き
遂
論
ず
」
（
一
八
八
三
年
五
月
五
日
付
）
な
ど
の
論
説
を
掲
げ
続

け
た
ば
か
り
で
な
く
、
越
爾
の
軍
事
的
・
戦
略
的
重
要
性
と
い
う
見
地
か
ら
《
「
越
南
の
存

亡
は
辺
省
の
安
危
に
関
わ
る
を
総
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
（
一
八
八
二
年
十
一
月
三
日

宗
属
関
係
の
護
持
と
い
う
見
地
か
ら
、
「
循
環
日
報
」
は
そ
の
後
も
「
中
国
は
宜
し
く
力

め
て
越
南
毒
｝
庇
う
べ
き
を
論
ず
」
（
一
八
八
二
年
十
月
二
十
八
日
付
〉
、
「
中
朝
は
宜
し
く

－－

付
－－

の
藩
臓
で
あ
っ
た
歴
史
的
事
実
に
依
拠
し
て
フ
ラ
ン
ス
側
の
主
張
に
断
固
た
る
反
駁
を
加
え

よ
り
、
越
南
は
傭
首
聴
命
す
。
…
そ
れ
越
南
は
炎
徽
に
立
国
し
、
陸
は
璽
西

水
は
零
束
・
福
建
に
通
ず
。
園
よ
り
厳
然
と
し
て
中
国
南
方
の
屏
蔽
な
り
。

審
に
す
れ
ば
則
ち
中
国
の
計
り
て
辺
防
に
及
ぶ
所
以
の
者
は
、
早
に
規
画
を
為
さ
ざ
る
ぺ
け

ん
や
。
西
南
各
省
の
永
莫
金
駈
’
長
安
磐
石
を
欲
す
れ
ば
、
越
南
を
擬
楓
す
る
に
如
く
は
な

し
。
越
南
を
擦
棡
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
自
ら
小
紅
河
を
開
き
て
以
て
舟
揖
を
通
じ
、
独

り
そ
の
利
権
を
握
る
に
如
く
は
な
し
」
と
。
清
国
自
体
の
国
防
上
の
観
点
か
ら
越
南
の
保
持

を
主
張
す
る
論
調
は
、
強
弱
の
差
は
あ
れ
、
清
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
共
通
す
る
一
般
的
な

■

握
に
帰
せ
ん
と
す
。

雲

じ
て
隙
に
砥
り
、
先
に
西
貢
を
割
収
し
て
以
て
口
岸
と
作
し
、
官
を
設
け
戌
を
置
き
、
視
て

己
が
有
と
為
す
も
、
心
に
猶
お
未
だ
露
ら
ず
、
復
た
東
京
〈
ト
ン
キ
ン
〉
に
眈
眈
と
し
て
以

て
路
を
》
娘
勢
に
通
ぜ
ん
と
期
す
。
…
中
国
に
も
し
一
旦
隙
の
乗
ず
ぺ
き
あ
れ
ば
、
哩
西
よ
り

南
､

い
う
。
。

を
掲
げ
、

而
し
て
四
川
よ
り
以
て
西
蔵
を
窺
い
、

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

此
れ
、

法
人
の
素
志
に
し
て
、

西
南
各
省
の
あ
ら
ゆ
る
利
薮
を
し
て
そ
の
掌

気

法
人
、仰
も
ま
た
法
人
の
密
謀
な
り
。

海
内
〈
ハ
ノ
イ
〉
を
攻
収
し
て

法
人
、 雲
南
に
通
じ
、

間
に
乗

是
を
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特
徴
で
あ
る
が
、

ま
で
に
四
点

十
九
点
、

第
一
一
に
、
越
南
問
題
を
め
ぐ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
局
錫
（
清
国
民
衆
の
動
向
）
に
つ
い

て
。
民
衆
の
自
然
発
生
的
な
反
仏
行
動
が
ジ
ャ
１
ナ
リ
ズ
ム
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
南
定
占
領
（
一
八
八
一
一
一
年
一
一
一
月
一
一
十
七
日
）
、
リ
ビ
ィ
エ
ー
ル
大
佐
の

戦
死
（
同
年
五
月
十
九
日
〉
な
ど
に
よ
っ
て
本
格
的
な
武
力
衝
突
が
開
始
さ
れ
た
頃
か
．
ら
で

あ
る
。
戦
線
の
拡
大
と
武
力
衝
突
の
頻
発
に
と
も
な
い
、
全
国
各
地
の
民
衆
の
「
同
仇
敵
楓

の
状
況
は
逐
一
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
り
わ
け
広
州
・
香
港
・
汕
頭
・
履
門
・
温
州

・
寧
波
・
上
海
・
天
津
・
牛
庄
な
ど
に
お
け
る
民
衆
の
動
向
、
教
会
・
領
事
館
・
海
関
な
ど

の
焼
討
ち
、
破
壊
な
ど
の
民
衆
騒
動
事
件
な
ど
は
絶
え
ず
紙
面
に
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
が
逆
に

民
衆
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
を
か
き
た
て
る
役
割
を
果
し
た
。
清
国
民
衆
の
動
向
に
関
す
る

記
事
・
論
説
の
件
数
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
申
報
」
の
場
合
は
、
現
在
確
認
で
き
る
だ
け
で

焼
討
ち
と
い
う
自
然
発
生
的
な
形
態
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
民
団
」
の
結
成
に
よ
る
主
体
的
な

戦
闘
参
加
へ
の
準
備
、
軍
鋪
・
軍
事
費
充
実
の
た
め
の
自
主
的
か
へ
資
金
カ
ン
パ
の
提
供
、
フ

』
。
、

日
報
」
の
場
合
は
、

ユー

フ
ン
ス

こ
こ
で
注
月
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

ク
さ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

八

八

人

「
述
報
」

〈
企
業
）

で
←
の
つ
ら
・

年
四
月

「
循
環
日
報
」
の
場
合
は
こ
の
観
点
を
最
も
強
力
に
主
張
す
．
る
と
こ
ろ
に

の
場
合
は
、

な
ど
へ
の
意
識
的
左
サ
ポ
タ

八

八

十
七
日
か
ら
一
八
八
四
年
十
月
十

年
六
月
二
十

八
八
四
年
十
月

民
衆
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
行
動
が
単
に
教
会
な
ど
の

日
・
か
らジ
ュ
や
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
形
態
を
と

十

八
八
五
年

日
か
ら

日
ま
で
に
十
四
点
、

月

八
八
五
年

十
日
ま
で
に
五

月
九
日

気

循
環

Ｌ－
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一
一
月
二
十
二
日
付
の
「
申
報
」
は
、
「
嬰
人
の
鯛
を
助
く
る
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論

説
を
掲
汗
、
広
東
の
「
紳
謝
」
が
旬
日
に
し
て
五
百
鱒
両
の
カ
ン
パ
を
集
め
た
こ
と
を
「
公

に
急
に
し
て
義
を
好
む
」
と
賞
賛
し
、
ま
た
一
八
八
四
年
九
月
十
四
日
の
紙
面
に
は
、
鎮
海

の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
越
南
問
題
を
め
ぐ
る
清
仏
戦
争
の
時
期

の
①

桂
・
峠
一
は
、
さ
ら
に
頚
誓
な
動
向
と
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
注
目
を
引
い
た
。
一
八
八
一
一
一
年
十

防
衛
の
滴
国
軍
が
掌
波
の
花
号
会
館
所
有
の
船
隻
を
借
用
し
て
海
口
を
塞
ぐ
計
画
を
採
用
し

た
時
、
寧
波
商
人
ら
は
「
深
く
大
義
を
明
ら
か
に
し
、
公
同
に
巣
を
具
え
て
府
に
到
り
、
も

し
時
に
臨
ん
で
用
う
ぺ
け
れ
ば
、
報
効
せ
ん
こ
と
を
情
願
し
、
粭
価
を
求
め
ず
」
、
「
公
に

急
に
し
て
義
を
好
む

海
防
喫
緊
な
れ
ば
、
吾
が
零
束
の
特
み
て
以
て
恐
れ
な
き
所
の
者
は
、
彰
張
の
諸
公
の
み
。

然
れ
ど
も
露
務
は
縮
れ
急
に
し
て
蒋
鯆
は
難
と
為
す
。
…
本
報
、
前
に
旧
金
山
（
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
〉
は
海
防
銀
若
千
両
を
絹
し
、
古
巴
〈
キ
ュ
ー
バ
）
埠
は
海
防
銀
若
干
を
指
す
る

を
録
す
。
誠
に
盛
事
な
り
。
然
れ
ど
も
そ
の
題
篭
の
姓
字
を
考
う
る
に
、
璽
人
、
十
に
し
て

そ
の
九
に
届
れ
ぽ
、
零
人
の
公
に
急
に
し
て
義
を
好
む
は
、
比
に
お
い
て
一
斑
を
見
る
べ
し
」

を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
て
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

戟
し
て
い
る
外
、

出
し
の
も
と
に
、

れ
て
い
る
。

と
０

っ
て
輌
蝿
、
雄
た
泰

同
年
十

こ
缶
』
し
心
ワ
麺
，

ロ

大
阪
地
方
の
在
日
蕊
祷
が
「
軍
鏑
を
勧
梢
」

八
八
五
年
一
月

ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
行
動
を
と
っ
た
こ
と
が
賞
賛
の
意
を
込
め
て
報
道
さ

月
一
日
付
の
「
循
環
日
報
」
も
「
勇
躍
し
て
鯛
を
婿
す
」
と
い
う
見

す
で
に
台
湾
事
件
の
過
程
で
民
間
か
ら
自
主
的
な
資
金
カ
ン
パ

日
付
の
紙
．
面
に
は
「
電
人
公
に
急
に
し
て
義
を
好
む

）
つ
つ
あ
る
旨
の
記
事
を
褐

「
法
人
兵
を
捕
え
、

1０１



繕
に
つ
い
て
は

民
衆
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
毒
感
情
を
対
仏
抵
抗
の
重
要
左
要
素
と
し
て
注
目
し
、

最
も
熱
心
に
主
張
し
た
の
は
「
循
環
日
報
」
で
あ
っ
た
。
「
民
団
」
の
結
成
、

，
し
て
い
つ
◎
。

に
と
ど
ま
ら
ず
診
、

に
駐
泊
中
の
フ
ラ
ン
ス
郵
便
船
か
ら
中
国
人
船
員

港
の
中
国
人
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
や
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
組
織
的
な
対
仏
抵
抗
を
試
み

（
ニ
シ
ハ
〉

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
八
八
四
年
．
十
月
二
十
三
日
付
の
「
述
報
」
は
、
横
浜

楚
れ
民
心
の
侍
む
べ
き
者
の

敵
愉
の
情
深
く
、

に
至
る
ま
で
０
，

な
り
。
民
心
既
に
失
わ
る
れ
ぱ
盛
と
雛
も
ま
た
騒
ぐ
。
民
心
の
得
失
は
ま
た
国
を
有
っ
者
の

加
何
を
視
る
の
み
。
…
聞
く
に
、
各
口
岸
の
凡
そ
法
人
の
到
る
所
の
区
、
そ
の
富
商
巨
費
は

国
は
何
を
以
て
か
乱
る
る
や
、

十
五
日
付
の
「
循
環
日
報
」
の
論
説
も
「
国
は
何
を
以
て
か
治
ま
る
や
、

ち
国
に
報
い
ん
と
願
い
、

月
十
九
日
付
「
循
環
日
報
」
の
記
事
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
。

者
層
ま
で
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
越
南
の
一
役
も
て
噌
中
は
邇
来
人
情
頗
る
甚
だ

憤
激
す
。
そ
の
貧
者
は
則
ち
躯
を
損
て
て
敵
に
赴
か
ん
と
願
い
、
そ
の
富
者
は
則
ち
家
を
殻

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
が
「
紳
士
富
商
」
層
を
捉
え
は
じ
め
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、

ヨ

申
報

ま
た
深
ノ
、
大
義
を
知
り
、

軍
火
器
械
を
、

「
民
心
は
当
に
聯
絡
す
べ
き
を
論
ず
」

な
ど
も
詳
細
に
報
道
し
て
い
る
が
、

み
な
法
人
と

な
り
」
と
請
恢
）
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

民
心
を
失
う
の
み
。

固
よ
り
宵
え
て
法
人
に
曽
与
せ
ず
。

勝
負
を
決
せ
ん
と
欲
す
」
と
い
う

仇
警
〔
フ
ラ
ン
ス
人
〕
の
便
す
る
所
と
為
ら
ず
。

‐卜

民
心
既
に
得
れ
ば
、

名
が
集
団
逃
走
し
た
こ
と
を
報
道

〆￣、

八
八 気

循
環
日
報

ま
た

年
十

下
り
て
は
挑
負
の
流

危
と
錐
も
ま
た
安

民
心
を
得
る
の
み
。

八
八
四
年
九
月

←

八

八

月

義
勇
軍
の
組

は
単
に
報
道

民
衆
動
員
を

十
四
日

労
働

年
七

香

１０２



付付
～￣－－″

、、

中
国
の
民
心
は
大
い
に
用
う
べ
き
を
論
ず
」

繰
り
返
し
掲
げ
、

裕
か
に
し
て
以
て
敵
櫛
に
資
す
．
る
の
説
」

例
え
ば
、

貧
Ｉ
『
国
は
民
逢
以
て
本
と
為
式
未
だ
民
籔
く
し
て
以
て
国
邊
立
っ
ぺ
騨
者
蒟
晏

然
れ
ど
も
民
の
有
無
は
心
迩
以
て
し
て
形
を
以
て
せ
ず
。
形
は
徒
に
存
す
る
も
心
》
己
に
雛
ろ

れ
強
、

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ぱ
、
従
来
の
上
意
下
達
の
官
僚
主
義
に
反
対
し
て
民
衆
の
心
情
を
汲
み
取
り
得
る
よ
う
な
統

治
方
式
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
「
循
環
日
報
」
は
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
近
代
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
萌
芽
が
胚
胎
し
つ
つ
あ
る
事
例
を
確
認
す
る
こ
と

対
外
的
危
機
に
直
面
し
て
、

守
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
閲
く
、

は
相
い
遠
か
ら
ず
。
筍
し
く
も
之
を
用
い
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
力
め
て
従
前
の
為
す
所
に

反
す
為
に
在
り
。
則
ち
官
民
の
構
相
い
通
じ
、
即
ち
官
民
の
勢
相
い
合
し
、
平
日
に
は
勉
め

る
に
大
義
を
以
て
し
、

民
多
し
と
雛
も
我
が
用
と
為
る
な
し
。

「
外
潅
を
蕊
ぐ
に
は
当
に
民
兵
を
参
用
す
べ
き
を
論
ず
」
（
一

「
海
戦
ば
宜
し
く
私
蕊
を
募
る
べ
き
を
論
ず
」
（
一
八
八
四
年

八

八

積
極
的
に
民
衆
動
員
を
宣
伝
し
、

年
十臨
時
に
は
激
す
る
に
公
憤
．
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
蕊
衆
心
を

月

民
衆
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
を
有
効
的
に
組
織
し
よ
う
と
す
れ

戦
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
克
つ
な
り
」

十
四
日
付
の
論
説
に
お
い
て
は
、

＝へ

一
八
八
四
年
九
月
十
六
日
付
〉
な
ど
の
論
説
を

ダニ～

霜
に
請
う
に
、

八
八
四
年
四
月
十
九
日
付
）
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
吹
し
続
け
た
。

中
国
の
民
心
は
甚
だ
し
く

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

と
◎ 八

八
四
年
一
月
四
日

清
仏
戦
争
と
い
う

月
七
日
付
）
、

「
民
食
を

に
す
。

ヨ
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⑤
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
関
係
〈
江
華
島
事
件
、

④
朝
鮮
と
砿
米
諸
国
の
関
係
（
朝
鮮

る
記
事
・
論
説
。

③
朝
鮮
・
講
国
関
係
（
使
節
往
来
、

②
朝
鮮

①
朝
鮮
の
国
内
事
情
及
び
内
外
政
策
（
民
情
、

調
変
、
甲
申
政
変
方
（
ど
）
に
関
す
る
記
事

す
る
》

及
び
「
循
環
日
報
」
の
記
事

と
し
て
絶
え
ず
報
道
さ
れ
、

東
ア
ジ
ア
冊
封
体
制
の
構
成
国
の
左
か
で
、
最
も
早
い
時
期
す
な
わ
ち
十
九
世
紀
七
○
年

代
の
初
頭
に
清
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
登
場
し
た
朝
鮮
は
、
ま
た
九
○
年
代
半
ば
の
日
清
戦

争
に
よ
っ
て
最
後
に
宗
属
関
係
を
断
た
れ
た
藩
属
国
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
間
、
清
国

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
問
題
が
対
外
問
題
の
衣
か
の
重
要
を
論
点
の
一
つ

四朝
鮮 記

事

対
応
と
善
後
処
理
、

使
節
往
来
、

朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て

こ
が
で
き
る
で

ド
イ
ツ
、

急禺
■｡『￣｡

Ｌ6.ゴ

日
本
関
係

い
、

勺
Ｐ

ｐ

日
本
の
対
朝
鮮
政
策
、

朝
鮮 〆￣、

宗
属
関
係
、

国
交
交
渉
、

あ

〒
つ
『
っ
。

フ
ラ
ン
ス
、

論
究
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
在
る
。

論
説
は
膨
大
で
あ
る
が
、

通
商
章
程
、

毒
函
往
復
、

江
華
島
事
件
、

ア
メ
リ
カ
、

壬
午朝
鮮

甲
申
へ
の
対
応
と
善
後
処
理
な
ど
）
に
関
す

論
説
。

風
俗
、

℃イ
タ
リ
ア
な
ど
）
に
関
す
る
記
事

大
院
君
取
り
扱
い
問
題
な
ど
）
に
関
す
る

清
国
の
対
朝
鮮
政
策
、

壬
午
事
変
、

朝
鮮

修
好
条
約
、

国
防
、 ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
分
類

イ
ギ
リ
ス
、

朝
鮮
問
題
に
関
す
る
「
申
報
」

開
港
、甲
申
政
変
、

通
商
問
題
、

通
商
、朝
鮮

壬
午

党
・
争
、

天
津
条
約
な

民
間
人
紛
争
、

甲
申
へ
の

ロ
シ
ア
、 壬
午

論
説
。
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以
上
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
①
②
③
の
テ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
論
調
の
特
徴
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

⑥
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
国
内
の
動
向
〈
民
間
人
の
従
軍
志
願
、

第
一
に
、
朝
鮮
の
国
内
事
情
及
び
内
外
政
策
に
つ
い
て
。
江
華
島
事
件
を
契
機
に
修
好
条

約
を
締
結
し
て
以
来
、
朝
鮮
は
開
国
に
と
も
な
う
対
外
的
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
が
、
「
申
報

し
、

辺
防
に
傭
う
る
を
論
ず
）
を
転
載
し
て
い
る
。

'よ

則
ち
そ
の
計
深
く
魔
遠
く
、

防
強
化
に
乗
り
出
し
た
朝
鮮
当
局
を
声
援
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

は
在
所
に
免
れ
ざ
る
を
念
い
、

必
ず
・
そ
の
餓
威
を
将
て
そ
の
遠
略
に
勤
め
、

て
よ
り
、
約
を
立
て
て
貿
易
を
通
じ
、
地
を
割
き
て
浦
頭
を
建
つ
。
日
人
、
之
を
視
て
、
已

に
た
・
だ
に
轤
握
の
中
に
在
る
が
如
き
の
み
な
ら
ず
。
前
に
傳
す
ら
く
、
そ
の
王
莞
砿
し
、
嗣

子
沖
幼
な
れ
ば
、
国
政
は
皆
母
后
よ
り
裁
奪
す
。
…
后
近
ご
ろ
日
本
檀
ま
ま
に
琉
球
王
を
廃

及
ん
で
奮
起
し
、

る
は
想
見
す
べ
き
あ
り
。

こ
の
諸
説
を
転
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

記
事

ど
）
に
関
す
る
記
事

八
七
九
年
五
月

そ
の
地
を
以
て
沖
縄
県
と
為
す
を
間
き
て
、
、
強
隣
逼
り
処
れ
ぱ
勢
い
巳
に
日
に
張
り
、

論
説
。

士
卒
を
訓
練
し
篝
り
て
辺
防
を
固
め
る
は
誠
に
要
着
と
為
す
な
り
」
と
。

十

論
説
。日
付
の
紙
面
に
、

特
に
各
海
口
の
防
兵
に
伝
論
し
、
不
時
に
操
練
せ
し
む
、
と
。

嘘
臓
剥
腐
の
痛
み
を
覆
い
、
唇
亡
び
歯
寒
き
の
蕊
い
を
深
く
す

そ
の
母
后
、
深
く
時
事
を
雑
い
、
黙
し
て
大
勢
を
猯
り
、
時
に

「
申
報
」
も
ま
た
琉
球
処
分
の
衝
蕊
を
受
け
て
梅

籍
端
し
て
麓
を
啓
き
、

次
の
よ
う
な
「
循
環
日
報
」
の
論
説
（
朝
鮮

ｌ
「
朝
露
日
本
の
威
脅
す
ら
所
と
為
り

用
て
鯨
呑
を
蝉
に
す
る

軍
拡
な
ど
〉
に
関
す
る

マ
に
限
定
し
て
、

清
国

Ｌ＿
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な
い
と

同
様
の
観
点
か
ら
、
清
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
朝
鮮
の
通
商
政
策
に
注
目
し
た
。
「
申

報
」
は
一
八
八
二
年
五
月
九
日
の
紙
面
に
、
「
通
商
は
利
あ
り
て
書
ま
く
高
麗
人
の
ロ
ロ
と

為
る
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
同
年
六
月
十
八
日
の
紙
面
に
お
い
て
は
、

「
高
麗
の
通
商
の
事
宜
を
輿
謝
す
る
の
要
策
」
を
提
起
し
、
さ
ら
に
同
年
六
月
二
十
一
一
日
か

ら
九
月
四
日
ま
で
の
間
に
、
「
開
鉱
」
「
設
官
」
「
招
商
」
「
置
戌
」
「
化
俗
」
「
興
学
」

「
詳
述
」
「
靖
乱
」
「
去
党
」
「
辮
惑
」
の
各
テ
１
マ
を
取
り
上
げ
、
十
回
に
わ
た
っ
て
「

高
麗
の
通
・
商
の
事
宜
」
を
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
宛
他
方
、
一
八
八
一
年
二
月
十
八
日
付
の

「
循
環
日
報
」
は
「
高
麗
の
通
商
の
利
害
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
高
麗

が
欧
米
各
国
と
の
通
商
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
日
本
人
の
説
を
紹
介
し
つ
つ
、

策
の
外
、
壬
午
・
甲
申
の
内
乱
な
ど
に
つ
い
て
も
、
「
循
環
日
報

し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

「
循
環
日
報
」
は
ま
た
一
八
八
○
年
十
二
月
二
十
四
日
付
の
論
説
〈
高
麗
の
防
務
を
篝
辮

す
る
を
論
ず
）
に
お
い
て
も
、
「
是
の
時
、
勢
同
じ
か
ら
ず
、
今
は
昔
の
比
に
非
ら
ざ
れ
ぱ
、

高
麗
に
在
り
て
は
、
ま
た
成
・
見
を
執
り
て
旧
制
に
拘
り
閉
関
絶
便
し
て
自
ら
封
躯
を
守
り
外

と
通
じ
る
な
き
こ
と
難
し
。
…
そ
の
君
臣
、
果
し
て
能
く
前
を
懲
ら
し
め
後
を
慎
み
、
憂
い

深
く
慮
る
こ
と
遠
く
、
励
精
図
治
し
て
以
て
そ
の
国
を
保
て
ば
、
是
れ
ま
た
時
事
の
一
転
機

な
り
」
と
強
調
し
て
、
鎖
国
の
不
可
能
な
今
日
に
お
い
て
国
家
の
独
立
を
保
持
す
る
た
め
に

は
成
見
を
破
り
防
務
に
精
励
す
べ
し
と
勧
告
し
て
い
る
。

－－丁

閉
関
自
守論

い
）
一
Ｊ
且
、 Ｌ-

は
現
在
で
は
も
は
や
国
家
の
「
安
危
の
大
局
、
存
亡
の
要
道
」
に
は
役
立
た

積
極
的
な
通
商
政
策
を
採
用
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。
朝
鮮
の
内
外
政

￣

は
多
く
の
論
説
を
展
開

1０６



と
請
う
」
と
指
摘
し
て
、

の
事
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
「
傍
観
者
に
在
り
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
ま

た
両
国
の
交
争
は
勢
い
必
ず
・
至
る
所
な
る
も
、
但
未
だ
強
弱
勝
負
の
如
何
を
卜
せ
ざ
る
の
み

な
し
。

印
度
藷
部
及
び
以
北
の
俄
羅
斯
あ
り
と
錐
も
、

を
啓
き
、

し
て
以
て
外
援
と
為
さ
ん
と
す
、

よず

りる
、。

の
一
八
七
五
年
十
一
月
三
日
の
紙
面
に
は
、
「
高
麗
は
宜
し
く
日
本
を
仇
と
す
べ
き
を
論
ず
」

と
い
う
見
出
し
の
「
循
環
日
報
」
の
論
説
を
転
載
し
、
日
本
批
判
の
論
調
に
同
調
す
る
。
と

盟
に
背
き
、

し
歓
迎
す
る
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。

鮮
の
開
国
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
情
報
を
紹
介
し
つ
つ
、

第
二
に
、
朝
鮮
・
日
本
関
係
に
つ
い
て
。

の
征
韓
請
に
注
目
し
、
一
八
八
二
年
八
月

に
日
本
と
絶
っ
ぺ
か
ら
ざ
る
を
論
ず
」
と
い
う
見
、
出
し
の
論
説
を
掲
載
し
て
次
の
よ
う
に
論

こ
ろ
が
、
翌
年
三
月
九
日
付
の
「
申
報
」
は
「
日
高
和
を
議
し
て
通
商
す
る
の
利
を
論
ず
」

と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
清
国
の
調
停
に
よ
っ
て
日
朝
両
国
の
和
解
が
成
立
し
、
朝

「
循
環
日
報
」
も
ま
た
一
八
八
○
年
十

中
国
は
既
に
己
に
時
事
多
難
に
し
て
藩
属
を
卵
翼
し
唇
歯
相
い
依
ら
し
む
能
わ
ず
。

大
い
に
臣
民
を
会
し
、

自
ら
そ
の
亡
を
速
く
な
り
。

関
を
閉
ざ
し
て
便
を
絶
ち
、

「
現
に
西
字
報
を
閲
ろ
に
調
う
あ
り
。

傍
観
者
の
立
場
か
ら
客
観
的
に
論
じ
て
い
る
が
、

国
是
を
商
議
し
、

と
。
億
、そ
れ
亜
洲
の
中
に
は
、

亜
洲
の
中
に
於
て
一
の
強
国
を
択
び
、

高
麗
の
此
の
謀
を
為
す
や
、

月
十 十 「
申
報
」
は
す
で
に
創
刊
当
初
か
ら
日
本
国
内

然
れ
ど
も
皆
越
国
鄙
遠
に
し
て
、

擬
し
て
日
本
の
和
好
を
絶
ち
、

日
の
紙
面
に
「
日
本
高
麗
と
戦
を
議
す
る

高
麗
朝
廷
、

日
付
の
紙
面
に
、

中
国
・
日
本
を
除
く
の
外
、

使
臣
の
日
本
よ
り
回
る
に

清
国
の
調
停
を
支
持

「
高
麗
は
宜
し
く
遼

是
れ
自
ら
そ
の
禍

江
華
島
事
件
後

鞭
長
及
ぶ

約
を
棄
て

合
従
締
交
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出
し
の
論
説
を
掲
げ
、

之
が
為
に
薄
ら
ざ
れ
ば
将
た
誰
か
之
を
霧
ら
ん
」
と
指
摘
し
つ
つ
、

属
国
た
り
、

く
高
麗
の
乱
を
平
ぐ
る
を
助
く
べ
き
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
て
情
国
軍
の

出
兵
を
支
持
し
、
同
時
期
に
「
申
報
」
も
ま
た
「
高
を
露
ろ
の
策
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説

を
一
一
一
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
〈
八
月
十
七
日
へ
十
九
日
、
二
十
二
日
）
、
「
高
麗
は
中
国
の

く
、

こ
と
を
非
難
し
つ
つ
、

か
ら
積
極
的
に
朝
鮮
の
内
乱
に
介
入
し
善
後
策
を
篝
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
と
は

い
え
、
同
年
九
月
八
日
付
の
「
申
報
」
は
「
大
院
君
を
誘
獲
す
る
の
非
を
論
ず
」
と
い
う
見

携
論
の
立
場
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
清
国
・
朝
鮮
関
係
に
つ
い
て
。
朝
鮮
の
壬
午
軍
乱
は
滴
国
軍
の
．
迅
速
な
行
動
に

よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
一
八
八
二
年
八
月
十
八
日
付
の
「
循
環
日
報
」
は
「
中
朝
は
宜
し

則
ち
彼
の
俄
羅
斯
等
の
国
は
正
・
に
所
謂
る
我
が
族
類
に
は
非
ら
ず
、
そ
の
心
は
必
ず
異
な
る

者
な
り
。
日
本
は
即
え
甚
だ
貧
横
に
し
て
眈
眈
虎
視
す
る
と
も
、
琉
球
を
併
呑
し
て
よ
り
以

来
、
自
ず
か
ら
樵
哀
歌
□
を
覚
え
、
恒
に
各
国
の
そ
の
後
を
議
す
る
を
恐
る
。
…
今
、
高
麗

自
強
す
・
る
能
わ
ず
し
て
庇
を
一
大
国
に
求
め
ん
と
図
る
、
そ
の
策
已
に
非
な
り
。
況
や
ま
た

先
に
日
本
の
好
を
絶
ち
て
以
て
日
本
の
蟹
を
桃
く
を
や
。
誠
に
そ
の
君
若
し
く
は
臣
、
何
の

見
る
所
あ
り
て
此
の
謀
に
出
る
や
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
朝
鮮
・
日
本
関
係
の
断
絶
を
愚

策
と
し
て
批
判
す
る
「
循
環
日
報
」
の
立
論
は
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
対
す
る
警
戒
と
日
清
提

弁
び
に
以
て
日
人
の
憾
を
釈
く
な
き
の
み
な
ら
ず
、

是
れ
固
よ
り
海
内
共
に
知
る
所
の
者
な
り
．

情
国
軍
が
謀
略
的
に
大
院
君
を
清
国
艦
船
に
誘
い
込
ん
で
捕
獲
し
た

「
陰
謀
を
以
て
勝
を
取
れ
ば
、

た
だ
に
以
て
高
人
の
心
を
服
す
る
な

然
ら
ば
高
麗
に
事
あ
る
も
、

仰
も
且
つ
泰
西
諸
国
の
笑
う
所
と

宗
主
国
と
し
て
の
立
場

中
国

1０８



措
置
と
い
う
「
諭
旨
」
の
評
価
を
受
け
入
れ
て
、

十
四
日
付
の
論
説
に
お
い
て
、

宗
属
関
係
の
視
点
か
ら
の
み
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

臣
父
子
の
道
徳
律
に
拘
り
な
が
ら
、

為
ら
ん
」

ず
。

蕊
の
中
国
と
関
係
す
る
こ
と
此
の
如
く
そ
れ
大
な
る
も
、

蕊
に
在
り
。

全
局
に
関
繋
す
る
者
は
、

て

い

る
｡

と
提
案
す
る

自
ら
高
麗
た
ら
し
む
る
を
得
ざ
る
な
り
。
当
今
の
世
、
宜
し
く
精
共
二
一
一
一
蔦
を
選
び
、
高
麗

の
各
要
口
に
分
駐
し
て
則
ち
衛
り
、
高
は
即
ち
以
て
自
衛
せ
し
む
ぺ
し
。
他
国
尚
お
顧
忌
す

る
こ
と
あ
る
に
庶
か
ら
ん
」
と
。
属
国
の
内
政
に
干
渉
せ
ず
属
国
に
軍
隊
を
駐
屯
せ
し
め
衣

れ
ば
之
を
伐
ち
、

国
の
境
内
に
兵
を
分
ち
官
を
設
く
る
の
事
な
き
の
故
に
、

日
本
と
同
に
亜
洲
に
在
り
て
は
尤
も
唇
歯
相
い
依
る
と
為
す
。

い
と
い
う
伝
統
的
な
「
成
法
」
の
枠
を
破
り
、

フ
見
出
し
の
請
説
（
同
年
十
月
十
一
日
付
）
に
お
い
て
も
、

ｊ
じ
つ
０
と
“
ロ
、

将
た
之
を
い
か
ん
せ
ん
。

二
危
倶
し
て
い
る
。

弓

申
報

高
麗
は
亜
洲
の
東
に
僻
在
し
て
、

こ
の
時
期
の
清
国
の
ジ
ャ

服
す
れ
ば
之
を
舎
つ
。

￣

の
こ
の
主
張
は
、

中
国
の
海
口
に
在
ら
ず
し
て
、

瀧
に
調
う
に
、

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
高
麗
の
大
院
君
を
安
置
す
る
の
諭
旨
の
後
に
書
す
」
と
い

他
方
で
は
、

朝
鮮
の
植
民
地
的
支
配
、

そ
の
後
．
世
々
朝
貢
し
、

ナ
リ
ズ
ム
は
清
国
と
朝
鮮
の
関
係
を
伝
統
的
な

朝
鮮
に

中
国
は
正
に
成
法
に
拘
守
し
て
高
麗
を
し
て

前
論
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
に
苦
心
し

流
血
を
避
け
る
た
め
の
「
用
意
深
遠
」
の

そ
の
北
面
は
中
国
の
東

高
麗
は
乃
ら
寛
に
自
ら
保
つ
能
わ

太
宗
高
麗
を
両
征
す
る
も
、

中
国
に
毘
連
し
て

蔦
の
軍
隊
を
駐
屯
せ
し
む
く
し

「
申
報
」
は

「
申
報
」
は
な
お
儒
教
的
な
君

特

並
え
て
違
言
な
し
。

､ 「
瀬
に
調
う
に
、

伝
統
的
な
冊
封
体
制
の

中
国
の
政
体
は
向
に
藩

省
と
界
を
連
ね
、

八
八
○
年
九
月

面
皆
海
の
嵩

中
国
の

叛
す

喬

1０９



隅
に
自
治
す
る
能
わ
ず
。

す
｡

六

月

に
は
非
ざ
る
な
り
。

を
行
う
の
葱
る
と
為
す
は
い
ず
れ
ぞ
。

し
く
高
麗
を
助
け
て
以
て
俄
を
拒
ぐ
べ
き
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、

自
強
を
援
助
す
べ
し
と
論
じ
、

な
か
で
も
朝
鮮
を
最
も
重
視
す
．
る
立
場
か
ら
、

に
朝
鮮
を
保
た
ん
こ
と
を
謀
る
べ
き
を
論
ず
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、

車
に
同
じ
く
、

り
し＿

し
つ
つ
、
ど
ち
ら
に
力
点
を
置
く
か
の
問
題
で
あ
っ
た
。
「
循
環
日
報
」
は
一
八
八
一
年
五

月
十
九
日
付
の
論
説
に
お
い
て
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
、
明
朝
が
宗
主
国
と
し
て
の

立
場
か
ら
援
軍
を
派
遣
し
た
史
実
を
想
起
し
つ
つ
、
「
高
麗
は
中
国
に
毘
連
し
、
勢
い
は
鋪

ン
ァ
戦
略
に
お
け
る
朝
鮮
の
重
要
性
を
論
じ
て
い
る
。

再
編
の
方
向
を
示
す
も
の
と
し
・
て
注
目
に
値
す
る
。

む
ろ
ん
、
こ
の
時
点
で
、
伝
統
的
な
宗
属
関
係
の
重
視
か
、
植
民
地
的
支
配
へ
の
再
編
か

と
い
う
二
律
背
反
的
な
問
題
提
起
が
試
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
の
整
合
性
を
志
向

～〆

の

皇△

５１１１

朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
清
国
側
の
世
界
戦
略
を
最
・
も
明
礒
に
提
起
し
た
の
は
、

今
、
日
本
と
通
商
し
て
後
、

，
こ
》
調
い
）
て
い
？
つ

説

十
日
付
「
循
環
日
報
」
の
「
高
麗
の
為
に
謀
る
に
意
見
同
じ
か
ら
ず
」
と
い
う
見
出

で
あ
ろ
う
。

分
と
し
て
藩
服
を
称
す
。

催

だ
、

外
、同

論
説
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

そ
の
但
日
本

是
の
事
、

八
八さ
ら
に
同
年

規
模
週
に
同
じ
か
ら
ず
。

年今
日
に
処
り
て
は
断
じ
て
麺
を
画
し
使
を
絶
し
、

一
国
と
通
商
す
る
よ
り
は
、
泰
西
諸
国
と
尽
く
通
商

蓋
し
、
通
商
の
局
は
大
い
に
開
か
れ
、
泰
西
諸
邦
は

月
十
七
日
付
の
紙
面
に
は
、

そ
の
国
の
存
亡
は
実
に
中
国
の
安
危
に
関
わ
る
な

月
二
十

伝
統
的
な
宗
属
関
係
の
枠
を
越
え
て
朝
鮮
の

日
付
の
紙
面
に
も
、

然
れ
ど
も
そ
の
臣
民
の
願
う
所

「
高
麓
は
向
に
閉
関
自
守
に
属

「
中
朝
は
宜
し
く
亟

￣

「
中
朝
は
宜

藩
属
国
の

ﾉⅢハ

ノ（

対

年 ロ－－
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之
を
私
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

邦
中
に
は
美
と
近
き
と
為
す
。
。

す
る
能
わ
ず
。

帆
橋
讓
集

三
あ
り
て
曰
う
。
中
国
と
親
し
み
日
本
と
結
び
美
国
と
聯
な
る
に
如
く
は
な
し
と
。
或
は
日

う
。
高
麗
は
固
よ
り
中
朝
の
属
国
に
し
て
藩
封
に
列
し
屏
翰
を
備
え
、
共
球
の
列
に
預
り
、

今
日
の
運
会
は
銀
難
な
れ
ば
、
中
国
に
親
し
み
て
以
て
大
援
を
緒
ぶ
は
固
り
な
り
。
日
本
の

若
き
は
虎
狼
の
国
な
り
。
方
に
且
に
そ
の
騰
虎
視
の
心
を
遇
し
く
し
、
そ
の
蚕
食
鯨
呑
の

貢
献
の
邦
た
る
看
、

速
け
れ
ば
琉
球
の
続
と
為
り
、

計
を
逆
ぐ
べ
し
。

ま
た
未
だ
非
と
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
高
麗
と
日
本
は
当
に
内
に
疎
に
し
て
外
に
親
し
み
、

内
は
則
ち
之
を
防
ぐ
に
密
に
し
て
之
に
備
え
る
に
固
く
し
、
外
は
則
ち
之
と
結
ぶ
に
仁
義
．

同
じ
か
ら
ざ
る
者
此
の
如
し
。

人
の
越
人
の
肥
矯
を
視
る
が
如
し
。

此
の
二
者
た
る
や
、
皆
空
談
な
り
。

道
徳 そり

れ

て
之
を
拒
ぎ
、

い
及
ば
ざ
る
が
如
し
と
は
言
わ
ざ
る
ぺ
し
。

な
る
や
。

忠
信

）、
貨
物
は
雲
屯
す
れ
ば
、

徳
敬
を
以
て
し
、

悉
心
も
っ
て
之
に
備
え
ず
し
て
、

伽
か
も
章
程
の
布
す
ら
ｂ
所
、

今
日
、

美
に
至
っ
て
は
、

日
に
は
非
ざ
る
な
り
。

通
商
の
沿
海
は
漸
よ
り
進
み
、

故
に
或
は
高
麗
の
今
日
の
計
を
為
す
看
あ
り
。

高
麗
の
境
壌
は
中
国

顧
み
て
我
請
う
。

緩
け
れ
ば
安
南
の
法
に
於
け
る
が
如
き
の
み
。

彼
を
し
て
そ
の
手
足
を
措
く
所
な
か
ら
し
む
る
を
要
む
ぺ

神
情
隔
越
す
れ
ば
、

必
ず
し
も
そ
．
の
我
が
国
を
視
る
こ
と
猶
お
風
馬
牛
の
相

実
に
高
麗
の
後
日
の
患
と
為
る
に
足
る
。

日
人
は
独
り
そ
の
利
を
専
に
し
独
り
そ
の
長
を
檀
に

利
あ
れ
ば
均
し
く
霧
う
．

そ
の
我
が
国
の
強
弱
盛
衰
に
於
て
は
、

且
つ
諸
国
中
に
於
て
は
尤
も
恭
順
を
形
す
。

或
人
の
高
麗
の
為
に
画
策
す
る
所
の
者
は
、

反
っ
て
之
と
結
ば
ん
と
欲
す
る
は
、

日
本
と
最
も
密
逆
た
り
。

烏
ん
ぞ
得
て
相
い
聯
ね
ん
や
、

そ
の
志
は
測
り
厄
し
。

日
人
ま
た
独
り
得
て

今

両
人
の
言
、

そ
の
大
旨
は

恐
ら
く
は

泰
西
の
藷

､

猶
お
素

全
力
以

何
ぞと
。
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’
八
七
○
年
代
か
ら
八
○
年
代
へ
か
け
て
、
清
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
冊
封
体
制

が
崩
壊
・
解
体
へ
向
か
う
時
期
に
、
清
国
の
ジ
ャ
１
ナ
リ
ズ
ム
が
東
ア
ジ
ア
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
対
応
し
た
か
？
こ
の
間
の
清
国
の
民
衆
の
動
向
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
と
い
う
論
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
つ
つ
、
と
り
あ
え
ず
台
湾
事
件
．

結
び
に
か
え
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
論
説
に
い
う
「
或
人
」
と
は
、
当
時
日
本
に
滞
在

中
の
清
国
公
使
館
の
参
賛
（
書
記
〉
Ⅱ
黄
遵
憲
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
ろ
、
黄
違
憲
が

へ
一
一
こ
〉

刈勺湘舳耗騨ⅦⅦ繩酬い並峰郡亟、と嘘”ⅢⅦ辨川和榊壹眼Ⅶ国の四国同盟ともぃ

し
。
も
し
之
と
結
ば
ず
し
て
よ
り
て
抵
触
せ
ん
か
、
是
れ
彼
の
籍
詞
す
る
所
あ
り
、
是
れ
睦

隣
禦
外
の
道
に
は
非
ざ
る
左
り
。
美
国
は
高
麗
の
援
と
為
る
能
わ
ず
と
錐
も
、
猶
お
仁
義
を

仮
り
て
以
て
名
と
為
せ
ば
、
将
来
一
旦
事
あ
り
て
難
を
排
し
粉
を
解
く
に
は
、
そ
の
口
舌
を

借
り
る
を
以
て
我
を
助
け
る
の
地
と
為
す
べ
し
。
日
人
は
外
に
公
義
に
迫
ら
れ
、
当
に
敢
え

て
妄
り
に
そ
の
諌
求
を
蕊
に
す
べ
か
ら
ざ
れ
ぱ
、
美
国
と
聯
な
ろ
は
大
局
に
於
て
神
な
き
に

は
非
ざ
る
に
似
た
り
。
或
人
の
論
ず
ろ
所
は
、
確
か
に
見
地
あ
り
。
是
れ
時
勢
を
按
じ
て
以

て
立
言
す
る
者
な
り
」
と
。
こ
こ
に
は
、
伝
統
的
な
宗
属
関
係
に
固
執
す
る
見
地
と
時
勢
に

対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
世
界
戦
略
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
見
地
の
対
立
が
描
き
出
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
「
循
環
日
報
」
は
後
者
の
見
地
に
傾
き
な
が
ら
も
両
者
の
折
衷
を
試
み
て

●
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清
末
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
こ
の
時
期
の
楕
国
に
と
っ
て
の
台
湾

比
重
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
が
民
衆
の
レ
ペ
ル
に
ま
で
浸
透
し
、
具
体
的
な
行
動
と
し
て
表
現
さ

分
析

琉
球
問
題

れ
、

込
め
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
の
か
。
地
理
的
距
離
、
経
済
的
利
害
、
軍
事
的
重
要
性
な
ど
の

諸
要
因
の
外
、
民
衆
の
対
外
認
識
の
レ
ベ
ル
と
も
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
今
後
の
検
討
す
べ
き
課
題
の
一
つ
と
し
て
保
留
し
て
お
き
た
い
。

お
い
て
で
あ
る
。

め
全
国
各
地
で
、

題
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
左
感
情
が
民
衆
に
ま
で
浸
透
し
な
が
ら
、
琉
球
問
題
や
朝
鮮
問
題
で
は
民

衆
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
せ
ず
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
説
な
ど
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
色
彩
を
塗
り

ど
の
海
外
に
お
い
て
も
、

ｌま
、

Iま
、

に
つ
い
て
い
え
ば
、

リ
ズ
ム
の
役
割
が
巨
大
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
し
得
る
。

ル
な
行
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

こ
の
時
期
の
知
識
人
層
を
対
象
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

》
ン
ヤ

》
ン
ヤ

越
南
問
題
へ
の
対
応
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
、

紹
介
し
た
。

越
南
問
題

ナ
リ
ズ
ム
に
反
映
さ
れ
た
の
は
、

ナ
リ
ズ
ム
の
上
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

あ
る
い
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

と
り
わ
け
、

最
後
に
、

精
国
内
部
に
お
け
る
民
衆
の
．
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
行
動
が
展
開
さ
れ
た
形
跡

朝
鮮
問
題
に
限
定
し
て
清
末
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
調
の
概
略
を

下
層
の
労
働
者
層
ま
で
も
巻
き
込
ん
で
、

越
南
問
題
に
お
い
て
、

清
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
、

前
述
の
よ
う
に
、

キ
ュ
ー
バ

長
期
に
わ
た
り
沿
海
諸
都
市
を
は
じ

近
代
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
萌
芽

し
か
し
、

な
ぜ
台
湾
事
件
や
越
南
問

台
湾
事
件
と
越
南
問
題
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

琉
鹸
問
題
や
朝
鮮
問
題

琉
球

反
仏
抵
抗
の
ナ
シ
ョ
ナ

こ
の
点
で
の
ジ
ャ
ー
ナ

越
南

日
本
な

朝
鮮
の

絶
え
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－仏

６才
￣

琉
球
軽
視
の
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
が
、

と
こ
ろ
が
、
他
方
で
は
同
じ
く
一
八
八
二
年
五
月
十
六
日
付
の
「
申
報
」
が
ま
た
「
安
南

は
琉
球
の
比
に
非
ざ
る
の
説
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
を
掲
げ
、
越
南
〈
安
南
）
の
重
要
性

南
と
同
等
に
位
置
ず
け
、

名
は
実
よ
り
も
重
し
」
と
指
摘
し
て
、

て
い
る
。

ず
れ
ば
、
固
よ
り
遠
近
大
小
の
珠
あ
り
。
而
し
て
体
制
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
皆
藩
服
に
在

り
。
藩
服
の
得
失
は
即
ち
中
国
の
得
失
な
り
。
或
は
調
う
。
朝
鮮
・
越
南
は
我
が
中
朝
に
聯

左
り
、
名
実
倶
に
重
し
。

爾
た
る
琉
球
は
則
ち
有
名
無
実
な
り
、
と
。
余
以
為
え
ら
く
、

年

六

が
若
き
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
論
じ
て
朝
鮮
重
視
論
を
強
調
し
な
が
ら
、

月
十
七
日
付
の
論
説
で
は
、
「
そ
れ
朝
鮮
な
り
、
越
南
な
り
、
琉
球
な
り
、

し
く
は
損
益
を
く
、

申
報

と
欲
す
れ
ば
、

属
国
の
重
要
度
を
街
量
す
る
基
準
は
一
定
せ
ず
、

位
も
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ず
清
国
に
と
っ
て
の
属
国
の
比
重
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
冊
封
体
制
の
崩
壊
に

対
す
る
認
識
と
対
応
の
違
い
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
時
々
の
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、

強
調
す月 ￣

の
論
説
に
よ
れ
ば
、

十
九
日
付

っ
ロ
。
総
じ
て

中
国
は
必
ず
師
を
出
し
て
以
て
援
く
く
し
。

但
、
体
面
の
故
を
以
て
日
人
を
詰
責
し
、

ヨ

申
報

ｐ
え
ば
、

冊
封
体
制
下
の
属
国
を
．

Ｌ＿ 「
日
人

は
「
越
南
と
朝
鮮
は
勢
を
異
に
す
る
の
説
」
と
い
う
見
出
し

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
調
の
大
勢
は
、

大
義
名
分
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
琉
球
を
朝
鮮

俄
人
を
論
ず
る
な
く
、

朝
鮮
と
越
南
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

従
っ
て
清
国
に
と
っ
て
の
属
国
の
優
先
順

た
と
え
ば
、

視
同
仁
の
精
神
で
保
護
す
べ
し
と
論
じ

琉
球
の
地
、

筍
し
く
も
高
麗
に
甘
心
せ
ん

猶
お
以
て
視
て
緩
図
と
為
す

八
八
一
年
四
月

尚
お
中
国
と
甚
だ

朝
鮮 そ
の
形
勢
を
論

一
八
八越
南
重
視
、

日
付八

八 年

趣 ヨ
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そ
の
重
要
度
を
衡
量
し
、
琉
球
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
存
在
価
値
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
“

宗
属
関
係
の
見
地
か
ら
い
え
ば
、
朝
鮮
・
越
南
・
琉
球
は
「
皆
藩
服
に
在
り
」
、
と
り
た
”

て
て
三
者
の
重
要
度
の
高
低
を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
軍
事
的
・
経
済

的
見
地
か
ら
い
え
ば
、
清
国
に
と
っ
て
の
利
害
関
係
の
重
要
度
を
衝
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
―
ず
、

「
朝
鮮
は
首
を
称
し
、
越
南
は
そ
の
次
な
り
。
錘
蘋
爾
た
る
琉
球
は
同
文
の
国
に
し
て
民
に
間

響
の
族
多
し
と
錐
も
、
海
外
に
孤
懸
し
、
Ｊ
地
小
に
し
て
渚
せ
、
以
て
自
存
す
る
に
足
ら
ざ
れ

ば
、
爪
牙
指
臂
を
以
て
之
を
輪
、
つ
る
べ
か
ら
ず
」
と
論
じ
て
、
朝
鮮
・
越
南
・
琉
球
の
順
に

日
人
初
め
て
意
外
の
求
な
く
、
兵
費
を
償
す
る
を
得
て
以
て
去
る
。
此
れ
よ
り
朝
鮮
通
商
の

局
は
諸
事
且
に
皆
緒
に
就
く
。
越
南
の
若
き
は
、
法
人
の
陰
謀
読
計
も
て
窺
伺
す
る
こ
と
数

十
年
、
そ
の
意
は
専
ら
越
南
に
注
ぐ
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
道
を
》
襖
辺
に
通
ぜ
ん
と
欲
す
れ

ば
、
道
を
越
南
に
仮
ら
ざ
る
を
得
ず
」
と
。
要
す
る
に
、
朝
鮮
の
場
合
は
、
条
約
を
遵
守
し

さ
え
す
れ
ば
、
日
本
の
侵
略
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
越
南
の
場
合
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
最
終
的
意
図
が
清
国
の
雲
南
地
方
へ
の
進
出
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
侵
略
活
動
も

既
に
数
十
年
に
わ
た
っ
て
い
る
か
ら
、
一
筋
縄
で
は
対
処
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ま
た
同
年
六
月
五
日
付
の
「
属
国
重
軽
．
説
」
と
い
う
見
出
し
の
論
説
に
お
い
て
は
、

の
論
説
を
掲
凝
次
の
よ
う
に
論
ず
ろ
．
ｌ
「
朝
鮮
は
中
国
の
属
な
り
・
越
南
も
ま
た
中

国
の
属
な
り
。
…
今
日
に
処
．
り
て
は
、
越
南
の
事
は
ま
た
上
年
の
朝
鮮
の
成
案
を
援
く
の
み
。

乃
る
に
、
そ
の
勢
は
大
い
に
異
を
る
者
あ
り
。
朝
鮮
は
日
本
と
通
商
し
、
約
を
議
し
て
既
に

成
る
。
筍
し
く
も
遵
行
し
て
変
ら
ざ
れ
ば
、
日
人
隙
の
踏
む
べ
き
な
し
。
去
夏
の
禍
は
朝
鮮

人
自
ら
之
を
為
す
。
故
に
中
朝
将
に
命
じ
て
師
を
出
し
、
急
ぎ
て
乱
を
靖
ん
ず
る
を
為
す
。
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註

清
末
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
方
が
次
第
に
一
般
化
す
る
。

し
か
も
、
後
者
の
見
地
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
冊
封
体
制
に
拘
ら
な
い
「
近
代
的
」
を

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
志
向
す
る
こ
と
と
な
る
。
清
末
の
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
冊
封
体

制
の
解
体
過
程
で
浮
上
し
た
台
湾
・
琉
球
・
越
南
・
朝
鮮
問
題
は
い
づ
れ
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
形
成
の
重
要
な
契
機
と
し
て
認
識
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
宗
属
関
係
重
視
の
大
義
名
分
論
と

軍
事
的
・
経
済
的
実
利
主
義
の
ど
ち
ら
に
力
点
を
置
く
か
に
よ
っ
て
、
属
国
の
位
置
づ
け
方

も
微
妙
に
揺
れ
動
き
、
次
第
に
後
者
の
見
地
へ
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
祥

要
』
第
二
十
八
集
第
一
部
参
照
。

（
三
）
戈
公
振
『
中
国
報
学
史
』
、

〈
四
〉
郭
廷
以
『
中
国
近
代
史
事
日
誌
』
第
一
冊
、
五
五
八
頁
。

〈
五
）
一
九
六
○
年
代
に
台
湾
の
学
生
書
・
局
か
ら
「
申
報
」
の
復
刻
版
（
全
四
○
冊
〉
が
刊

〆室、

代
新
間

一
）
金
城
正
篤
「
台
湾
事
件
〈
一
八
七
一
’
七
四
年
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
沖
縄
歴

史
研
究
』
創
刊
号
、
許
世
楕
「
台
湾
事
件
」
『
日
本
外
交
史
の
諸
問
題
』
Ⅱ
、
栗
原
純
「

台
湾
事
件
（
一
八
七
一
’
一
八
七
四
年
〉
」
『
史
学
雑
誌
』
第
八
七
編
第
九
号
な
ど
参
照
。

一
二
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
洋
務
運
動
研
究
の
．
歴
史
と
現
状
」
『
琉
球
大
学
教
育
学
部
妃

年
申
報
史
料
』
等
参
照
。

国
心
稻
心

史
￣

、

季

龍

牧

－５

中
国
新
聞
事
業
史
稿

方
漢
奇

￣
中
国
近
代
報
刊
史

６－

、

徐
戟
平

筐＄

上
、徐

瑞
芳
『
清
末
四
十

胡
太
春
『
中
国
近
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〈
六
）
同

（
七
）
拙
稿
「
王
謡
と
循
環
日
報
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
一
一
一
巻
第
三
号
参
照
。

〈
八
）
第
一
編
第
一
章
（
冊
封
体
制
の
解
体
と
祥
務
派
外
交
）
参
照
。

（
九
）
「
中
東
の
事
勢
を
論
ず
」
（
春
草
吟
慮
稿
）
。
こ
の
投
稿
論
文
は
主
戦
論
と
主
和
請

の
論
拠
を
い
づ
れ
も
肯
定
し
つ
つ
、
結
局
の
と
こ
ろ
情
勢
を
静
観
す
べ
し
と
主
張
す
る
。

（
一
○
）
た
と
え
ば
『
中
西
聞
見
録
』
二
五
号
掲
載
の
「
台
湾
公
案
辨
略
」
（
皀
白
居
士
〉
。

こ
の
投
稿
論
文
は
ま
た
『
万
国
公
報
』
三
一
一
一
一
巻
（
一
八
七
四
年
十
一
月
一
一
十
八
日
）
に

（〈

Ｚ

（（
一
四
）
例
え
ば
一
八
七
四

（
一
五
〉
劉
石
吉
「
清
季
海

（
一
六
〉
一
八
七
四
年
七
月

ず
る
の
後
に
書
す
」
参
照
。

（
一
七
）
一
八
七
四
年
八
月

ず
」
、
同
年
十
月
十
九
日

し
か
も
欠
落
部
分
が
多
い
。

行
さ
れ
た
げ
れ
ど
も
、

も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

る
の
事
も
て
謬
を
弁
ず
」
。

五
〉
劉
石
吉
「
清
季
海
防
与
塞
防
之
争
的
研
究
」

〉〉〉
郭
廷
以
『
近
代
中
国
史
事
日
誌
』
第
一
冊
、

同
年
十
月
十
九
日
付
「
申
報
」
掲
載
の
論
説
「
葱
を
辮
ず
」
な
ど
参
照
。

グー、

八
七
四
年
九
月
七
日
付
「
申
報
」
掲
載
の
論
説
「
東
洋
妃
憂
生
の
征
番
を
述
ぷ

八
七
四
年
七
月
八
日
付
「
循
環
日
報
」
掲
載
の
論
説
「
中
外
新
報
の
中
国
を
論

八
七
四
年
七
月

、．＝

八
七
四
年
十
月
九
日
、

創
刊
号
か
ら
光
繕
十

最
近
、

十
九
日
付
の
「
申
報
」
掲
載
の
論
説
「
鉄
甲
船
を
鰭
う
を
論

日
付
「
申
報
」
掲
載
の

上
海
か
ら
「
申
報
」
全
号
の
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

十
日
付
「
申
報
」
参
照
。

の 年
四
月
分
ま
で
し
か
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

五
八
四
’
五
八
五
頁
。

南 ヨ

来
稿

故
宮
文
献

Ｌ－

｡

四ｍ

第

巻
第

期
参
照
。
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〈
一
八
）
一
八
七

重
鎖
た
る
を
論

（
一
九
）
（
二
○

〈
近
刊
〉
参
照
一

（
二
一
〉
三
浦
周

第
四
二
編
第
七

（
二
二
〉
一
八
八

八
八
一
年
二
月

〈
’
一
三
）
郭
廷
以

〈
二
四
（
二
五
〉

関
係
史
』
参
照
．

（
二
六
〉
『
中
法

〈
二
七
）
『
日
本

（
二
八
）
前
掲
拙

重
鎖
た
る
を
論
ず

〈
近
刊
〉
参
照
。

八
）
前
掲
拙
稿
参
照
。

八
）
一
八
七
四
年
七
月
十
六
日
付
「
循
環
日
報
」
掲
載
の
論
説
「
台
湾
は
実
に
中
国
の

一
八
八
○
年
十
一
月
十
日
付
論
説
「
日
本
の
好
を
俄
羅
斯
に
結
ぷ
を
論
ず
」
、

年
二
月
七
日
付
論
説
「
俄
人
の
日
本
を
窺
伺
す
る
を
論
ず
」
な
ど
。

郭
廷
以
『
近
代
中
国
史
事
日
誌
』
第
一
冊
、
五
七
三
頁
。

編
第
七
号
。

『
日
本
外
交
文
書
』
第
十

中
法
戦
争
文
献
蕪
編

五
〉
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
政
治
外
交
史
』
、

浦
周
行
「
明
治
時
代
に
於
け
る
琉
球
所
属
問
題
（
第
一
回
）
」
『
史
学
雑
誌
』

○
）
拙
稿
「
洋
務
派
外
交
と
亡
命
琉
球
人

Ｌ－

Ｏ

凸

五
な
ど
参
照
。

巻
、

八

九

／

九
四
頁
。

山
本
達
郎
編
『
ペ
ト
ナ
ム
中
国

ロ

琉
球
分
島
問
題
再
考

←
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